
A — ドウエア編 


Express サーバ本体の八ードウエアについて説明します。 


を部のさ)称と機能 (一100ページ） . Express サーバのを部のを称と機能についてパー 

ツ単位に説明しています。 


設置と接続 (一105ページ） . 

基本的な操作 (一110ページ） . 

内蔵オプションの取り付け (一118ページ） . 

目 IOS のセットアップ (一149ページ） . 

リセ、ソトとクリア （一179ページ） . 

割し ja みラインと I / O ポートアドレ スト 182ぺージ) 


Express サーバの設置にふさわしい場所や背面の 
コネクタへの接続じついて説明しています。 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディ 
スクや CD - ROM のセツト方法などについて説明 
しています。 

別売の内蔵型オプシヨンを取り付けるときにご覧 
ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設定方法 
について説明しています。 

Express サーバをリセ、ソトする方まと内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 

Express サーバ内部のアドレスや割り a みの設定 
について説明しています。 
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各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


① CD - ROM ドライブ 

CD-ROM のデータの読み出しを行う（一116ページ)。 

①-1ヘッドフオンジャック 
®-2 ボリューム 

① -3 アクセスランプ（アクセス中はオレンジ色に点灯） 
① -4 CD-ROM 挿入 □ 

① -5 エマージェンシーホール 
®-6 オープン/ク□ーズボタン 

② ファイルベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライブ 
や光磁気ディスクドライブなどを取り付ける場所146 
ページ)。上のベイには CD-ROM ドライブを標準で装備。 

③ 3 .已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを行う装置(一114ページ)。 

(3)-1 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（アクセス中は 
緑色に点灯） 

(3)-2 ディスク挿入 □ 

(3)-3 イジェクトボタン 

④ POWER スイッチ 


Express サーバの電源を ON / OFF するスイ、ソチ。一度押ず 
と POWER ランプが点灯し、 ON の状態になる。もう一度 
押ずと OFF の状態になる（一110ページ)。4秒 U 上押し統 
けると強制シャツトダウンする（一179ページ)。 

⑥ POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。（^103ぺージ)。 

⑥ D 旧 K アクセスランプ(赤色） 

取り付けている内蔵型八ードディスクが動作していると 
きに点灯する（一103ページ)。 




① -4 ①-己 



① -6 
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装置背面 


①キーボードコネクタ 

添付の丰ーボードを接統する（^107ぺージ)。 

③マウスコネクタ 

添がのマウスを接続する（一107ページ)。 

③ LINK ランプ(黄色） 

ネットワークケーブルを介して HU 目と正常に接続できて 
いるときに点灯する（一103ページ)。 

④ ACTIVE ランプ(緑色） 

データパケットの送受信をしているときに点滅ずる（一 
103ページ)。 

⑥100 BASE-TX/1OBASE-T コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する（一107ぺ一 
ジ)。 

⑥ ボルテージセレクタ 

入力電圧の設定をずるスイッチ（出荷時の設定 ri 15」のま 
まにしておいてください）。 

⑦ 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する（^107ぺージ)。 

⑧ USB コネクタ1 ( ち側)/ USB コネクタ2(左側） 

USB インタフェースに対応している機器と接統する 
(Windows NT 4.0では対応したドライバが必要、一107 
ぺージ)。 

⑨ シリアルポート1コネクタ(上側)/シリアルポート 
2コネクタ(下側） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（一107 
ページ)。 

⑩ DUMP スイッチ 

Express サーバのダンプ診断を行う押しボタン スイ、ソ 
チ。通常は使用しない。 

⑩プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと接続す 
る（一107ページ）。 

⑩モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（^107ぺージ） 

⑩ PCI ボード増設用ス□ット 

オプシヨンの PCI ボードを取り付けるス□、ソト（一に9 
ページ)。装置背面は I/O パネルでカバーされている。 



⑩ ⑩ 
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装置内部 


電源ユニット 
マザーボード 
ファイルベイ 

(③ 一1 の CD - ROM ドライブは標準装備。③ 
-2 と③ 一3 は空きス□、ソト。） 

3. 5インチフ□、ソピーデイスクドライブ 
ディスクベイ 
ぶ却ファン 

グラフィックスアクセラレータ 


① 


③ 



③ 


•④ 


⑦ 


⑥ 



CPU ソケット 

DIMM ソケット（図中の左から DIMM #1 一 DIMM #2 
一 DIMM #3) 

電源コネクタ 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 

IDE コネクタ （® — 1が内蔵八ードディスク用(青 

色）、⑥ 一2 が CD - ROM ドライブ用（白色)） 

ブザー 

ぶ却ファンコネクタ 

CMOS クリア用ジャンパスイッチ （ 180ページ参照） 

フ□ントパネルコネクタ 

(9)-1 スピーカ 用コネクタ 

(9)-2 パワーランプ用コネクタ 

(9)-3 D に K アクセスランプ用コネクタ 

®-4 パワースイ、ソチ用コネクタ 
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③③ 




⑥ 一1 


⑥ -2 


リチウム電池 

PCI ボードス□、ソト （4 ス□、ソト。図中の上から PCI #1- 
PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4。） 

AGP コネクタ 


⑩ CPU ファンコネクタ 
〇 外部接続コネクタ(前ページ参照） 


①③ Q 


® ⑥⑥ Q 


G 屋 ③④廷 項⑦⑧這 


洗 


⑩⑩⑩ 
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ランプ表巧 


Express サーバのランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプ 

Express サーバの電源が ON の間、ランプが緑 
色に点なしています。電源が Express サーバ 
に供給されていないと POWER ランプが消な 
します。 


POWER ランプ 


D に K アクセスランプ 

D に K アクセスランプは本装置内部のハード 
ディスクじアクセスしているときに点灯しま 
す。 

1-0 オプションのディスクミラーリングコ 
ント□—ラなどを搭載している場台 
は、ランプのケーブルの接続先を変え 
ないと正しく点なしません。詳しく 
は、134〜141ぺージを参照してくだ 
さい。 

フ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドラ 
イブのアクセスランプは、それぞれにセット 
されているディスクや CD - ROM にアクセスし 
ているときに点なします。 

ネットワークポートのランプ 

100巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T つネクタの上に 
LINK ランプと ACTIVE ランプがあります。 



アクセスランプ 


DISK アクセスランプ 
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LINK ランプ 


100 BASE - TX /10 目 ASE - T コネクタじ接続したケーブルを介してネットワーク上のデバイス 
( HUB ) などと接続（リンク）しているときに黄色に点なします。 

LINK ランプが点なしていないときは、ネットワークに接続されていないことを示します。主 
に次のようなことが原因としてあげられます。 

• ケーブルが100 BASE - TX /10 BASE - T コネクタに正しく接続されていない。 

• リンクテストを無効にしている。 

• HUB から電源が供給されていない。 

• ネットワークケーブル（コネクタ含む）の破損。 

• もう一方のコネクタの接続先が100巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T に対応していない。 

• ネットワークケーブル長が推奨の長さ （100 m ) を越えている。 

W 上の点について磕認してもランプが点灯しない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


ACTIVE ランプ 

ACTIVE ランプは、ネットワーク閨のデータパケットを送受信している時に点滅します。 
データを送信または受信しているはずなのにこのランプが点滅しないときは、内蔵のネット 
ワークコント□ーラの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡して保守を依頼くださ 
い。 






A ミ主意 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ拟降の説明をご覧ください。 

• フ□ントべゼルに手をかけて運ばない 

• 指定似がの場所に設置しない 


Express サーバの設置にふさわしい場所は次のとおりです。設置場所がままったら、 
Express サーバの底面をしっかりと持って運び、設置場所にゆっくりと静かに置いてくださ 
い。 



設置と接続 

Express サーバの設置と接続じついて説明します。 



八—ドウ H ア編 


10己 
























































次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に 
Express サーバを設置すると、誤動作の原因となります。 




物の落下が考えられる場所。 



腐食性ガスの発生する場所、薬品 
類のお< や薬品類がかかるおそれ 
のある場尸斤。 



電源コードまたはインタフェース 
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛 
けたりするおそれのある場所。 



強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど)の 
お<(やむを得ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してシールド 
工事などを巧ってください）。 



本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 


電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON / OFF する場合の接点ス 
パークなど)を発生ずる装置のお 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置のお 
<に設置するときは電源配線の分 
離やノイズフイルタの取り付けな 
どを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 


Pl ; Express サーバ内部の部品を盗難から防止するために 

サイドカバーに鍵をかけてロックすることをお勧めし 
ます。装置背面右側にあるプレートに錠をつけること 
でサイドカバーをロックすることができます。 

ただし、万一のときに外すことができる錠やワイヤを 
使用してください。 





























































































0A 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 



A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ拟降の説明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしなし、 
• 指定杉がのインタフェースケーブルを使用しない 



Express サーバと周辺装置を接続します。 

Express サーバの背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次の図は Express サーバが標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示 
します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを Express サーバに接続し、電源プラグ 
をコンセントにつなげます。 
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LAN 上のネットワークシステム 
(八ブを介して接統されます） 


最後にコンセン 
卜に接続ずる。 
UPS に接続ずる 
場合は次ページ 
の説明を参照。 


1ぺ^ 

USB インタフェース 
を持つ装置*(ターミ 
ナルアダプタなど） 




パラレルインタ 
フェースを持つ 
プリンタ 




添付の電源コード 




マウス 


丰ーボード 





USB インタフェース 
を持つ装置*(ターミ 
ナルアダプタなど） 




シリアルインタ 
フェースを持つ装置 
(モデムなど） 




シリアルインタ 
フェースを持つ装置 
(モデムなど） 




10101 



ディスプレイ装置 


* Windows NT 4.0では対応ずる 
ドライバが必要です。 


M-O • Express サーパ’、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、 ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm 夕 K サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び Express ヴーバで使用できることをあ5か 
じめ確認してください。ヴードパーティの装置の中には Express サーバで使用できな 
いちのびあります。 

• 添付のキーボード、 マウスはコネクタ 部分の 「 A 」 マークを ちに向けて差し込んでくださ 
い。 

• 接続するモデムは、 NEC の rCOMSTARZ MULT 旧目011」をご使用になることをお勧 
めします。 ESMPR 0 び持つ障害発生時の ALIVE 通報などびより確実に機能します。 

• Express サーパの背面にある「ボルテー 
ジセレクタ」の設定は rn 已」（出荷時の 
設定)のままにして使用してください。 




□ 


10101 


占 


日 


=の 


II— - rL rL C 
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Express サーバの電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある 
サービスコンセントじ接続します。 

UPS のサービスコンセントじは 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSContmller など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT じ電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWtCH OUT じ電源コードを接続しますに4時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 

本装置の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために Express サーバの目 IOS の設定を変更してください。 

BIOS の電源連動機能 ( AC - UNK ) を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます。詳しくは169ページを参照してください。 

<例> 
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基本的な操作 


Express サーバの基本的な操作の方法について説明します。 



Express サーバの電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

1 . フ□、ソピーディスクドライブにフ□、ソピーディスクをセツトしていないことを確認する。 

2 . ディスプレイ装置、および Express サーバに接続している周辺機器の電源を ON にする。 

無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON (こなっていることを確認してください。 



3. Express サーバ前面(こある POWER ス 
イッチを押す。 


POWER ランプが緑色に点灯し、しば6 
くするとディスプレイ装置の画面には 
「NEC」 □ゴが表示されます。 


POWER ランプ 


「NEC」 □ゴを表示している間、 Express サーバは自己診断プ□グラム (POST) を実行して Express 
サーバ自身の彰断しています。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を 
完了すると 0S が起動します。□グオン画面でユーザーをとパスワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 

POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。メッセージをメ 
モして保守サービス会社に連絡してください。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、 Express サーバのマザーボード内に記録されている自己診 
断機能です。 

POST は Express サーバの電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリ 
モジュール、 CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の 
実行中に各種の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

Express サーバの化荷時の設をでは POST を実巧している間、 

ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（く Tab > 羊一 
を押すと、 POST の実行内容が表示されます。） 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• Express サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき(一を間隔でビープ音が鳴るとき 
は、メモリに何らかの異常が起きたことを示します。短いビープ音と長いビープ音の組 
み合わせで鳴るときは、グラフィックスボードに何らかの異常が起きたことを示しま 
す。） 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 

n-O • POST の実行中は、キー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を要 
ホするメッセージを表示する場台もあります。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ットの変更をして 
か5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあること 
を示ずメッセージを表示して POST をいったん停止することがありまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチて、ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメ 、ソ セージが表示されます。 Express サーバに搭 
載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もありま 
す。同様(こ再起動（リブート）した場合など、画面(こ表示をするのじ約1分程の時間がかかる場合 
があります。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを®6せるメッセージです。 


医に 
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3. しば 6 くすると、 Express サーバのマザーボードにある CMOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 


[Press DEL to enter SETUP 


Express サーバを使用する環境じあった設定(こ変更するとき(こ起動してください。 エラー メッセー 
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必 
要はありません(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < Delete > キーを押します。設定方法 
やパラメータの機能(こついては、149ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、 Express サーバは自動的(こもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧します。 

4. 続いて Express サーバ(こオプシヨンの SCSI コント□-ラボードなどの専用の BIOS を持ったコント 
□ーラを搭載している場合は、目 IOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます(そのまま何も入力せずにいると数秒後(こ POST を自動的(こ続けます）。 

<例： SCSI 目 IOS セツトアップユーティリティの場合> 


[Press <Ctrl> <A> for SCSISelectfTM) Utility! | 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すと ユー ティリティが起動します。 ユー ティリティの起動 
や操作に関しては、オプションのボードに添付の説明書を参照してください。 

SCSI ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• ファイルベイに SCSI 機器を取り付けた場合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
• Express サーバ内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

己.オプションボード(こ接続している機器の情報などを画面に表示します。 

6 . 目 IOS セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常(こ終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 





I ルずるまではパスワードを設定しないでくださし、。 


7. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容じよってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 

起動時にエラーメッセージが表示されたり、ビープ音がなったりしたときは、メッセージの 
内容やビープ音のパターンをメモした後、保守サービス会社に連絡してください。 


保守ヴービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示やビープ音のパターンをメモしてお 
いてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 









電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。 Express サーバの電源コードを UPS に接続している場合は、 
UPS に添がのマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアル 
を参照してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. Express サーバ 前面じある POWER スイ、ソチを 押す。 

POWER ランプが消のします。 

3. 周辺機器の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


Express サーバは ACPI モードに対応しています。 Express サーバの電力をほとんど使用しな 
い状態（スタンバイ状態）じすることができます。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER スイ、ソチを押すとスタンバイ状態は解除されます。 

>1： • 省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方まについては 、 Windows 

-- 2000の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは 、 Windows 

2000の設定:に化存します 。 （Windows NT 4.0 では未サポートです。） 

• 搭載されているオプションボードによっては機能しない場合があります。 
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フロッピーディスクドライブ 


Express サーバ前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 
Express 5800/11 OEe では、 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト- 1.2 M バ 
イト)と 2 DD フ□、ソピーディスク （720 K バイト）を使用することができます。 

Express 5800/1 10 EeS では、 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD 
フ□、ソピーディスクの 20 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドライブにセットする前に Express サーバの電源 
が ON (POWER ランプ点灯）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し a むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• Windows 2000で 1.2 M バイトフォーマットのフ□、ソピーディスクを使いたい場合は、 

云巧] フ□、ソピーディスクドライバをアップデートしてください。詳しくは、オンラインド 

キュメント r インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 

• Windows NT で使用している場合は、 NEC の PC - 9800シリーズで使用できる 1 M バイト 
フォーマットのディスクのリード/ライトを行うことができます(装置に添付の専用ド 
ライバをインストールしてお<必要があります）。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
OS に添がのマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に Express サーバの電源を ON にしたり、再起動す 
るとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起 
動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点な中(こ取り化すとデータが破壊される 
おそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き么んだりしないで < ださい。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 
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♦ フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙に当たるところじは置かないでください。 

♦ 水などの液体のお<や薬品のおくには置かないで<ださい。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き a みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記'憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。作 xpress サーバに 
添がされているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


Express サーバ前面に CD-ROM ドライブがあります。 CD-ROM ドライブは CD-ROM (読み止) 
し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD-ROM はフ□、ソピーディ 
スクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミ主意 


0 A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

• ヘッドフオンは耳にあてたまま接続しない 


CD - ROM のセット/取り出し 

CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする前に Express サーバの電源が ON (POWER ランプ 
点な）になっていることを磕認してください。 

CD-ROM ドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押すとトレーが化てきます。 CD- 
ROM の文字が巧刷されている面を上にしてトレーの上に静かに、磕実に置いてください。 

オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽く押すと、トレーは自動的に CD- 
ROM ドライブ内にセットされます。 

I n-O CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは CD - ROM を 
セットし直してください。 

CD-ROM の取り出)しは、 CD-ROM をセットするときと同じようにオープン/ク□ーズボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし （0 S じよっては 0 S からトレーをイジェクトすることもで 
きます）、トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは、 
ディスクにアクセスしていることを示します。この間、オープン/ク□ーズボタンは機能し 
ません)。 


CD-ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださし、 


116 












緊急時の取り出し 


才ープン/ク□-ズボタンを押しても CD - ROM を Express サーバから取り化せない場合は、 
次の手順に従つて CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して Express サーバの電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面ち側にあ 
るエマージェンシーホールに差し} A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を行っても CD-ROM び 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD-ROM を取り化す。 

曰. トレーを押して元(こ戻す。 

CD-ROM の取り扱いについて 

Express サーバにセットする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ CD - ROM を落とさないでください。 

♦ CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

♦ CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいに置いてください。 

♦ キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM じ書き込まないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプションの取 D 付け 


Express サーバに取りがけられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 

M-O • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますび、この場台の装置およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 

• Windows 2000および Windows NT 4.0を使用している場合に A — ドウエア構成を 
変更したときは(2、ずシステムをアップデートしてください(「導入編」のそれぞれの〇3の 
項を参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





(DO 

A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ぺー ジ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A を意 


C 0 

A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気が策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外 
しの際は静電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 


巧り付け/取0かしの準備 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 

1. 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイ、ソチを押して Express サー 
バの電源を OFF ( POWER ランプ消灯）(こ 
する。 

3. Express サーバの電源〕ードを〕ンセン 
卜か6おく。 

4. Express サーバ背面(こ接続しているケー 
ブルをすべて取り外す。 

己. Express サーバの前後左ち、および上部 
に1〜 2 m のスペースを確保する。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 

サイ ドカバー 

八ードディスクや PCI ボード、 DIMM の取りがけ/取り外しを行うときは装置左側面にある 
サイドカバー(左）を取りかします。 

5.25 インチデバイスの取り付け/取り外しを行うときは、左ちのサイドカバーを取り外しま 
す。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。左ちのサイドカバーは同じ手順で取り外す 
ことができます。 


1. 前ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. ネジ2本を外す。 

3. サイドカバーを装置後方(こ少し引<。 

4. サイドカバーをしっかり持って取り外 
す。 



取り付け 


サイドカバーは r 取り外し」と逆の手順で取り付け 
ることができます。 

サイドカバーの上下じあるフックが Express サー 
バのフレームにある穴に磕実に差し a まれている 
ことを磕認してください。また、本体前面にスラ 
イドしてカバーを取り付けるときにも、サイドカ 
バー前面側じあるフ 、ソク が Express サーバのフ 
レームに引っ掛かっていることを磕認してくださ 
し、フレームに引っ掛かっていないとカバーを痛 
実に取り付けることができません。 


フレーム 


八フック 



サイド カバー 


穴 
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フ□ントべゼル 


5.25 インチデバイスの取り付け/取りかしを行うときは次の手順でフ□ントべゼルを取り外 
します。 


取り外し 

次の手順に従ってフ□ントべゼルを取り外します。 

1. 119ページを参照して取り付けの準備をする。 

2 . サイドカバー(左ちとも）を取りかす。 

2 . フ□ントべゼル上側のタブ (4 力所）を外 
す。 

マイナスドライバなどを差し} A み上に向 
けて押すと□ックが外れます。 



3. フ□ントべゼル上側を手前に少し引いて 
から、 フ□ントべゼル下側じあるタブに 
力所）を外して、フ□ントべゼルを取り外 
す。 
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取り付け 


タブ 


フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ□ン 
卜べゼル裏側の下にあるタブや位置巧めピン 
を Express サーバの フ レームの 穴に合わせて 
から、装置に向けて軽く押し付けてくださ 
い。 



• フ□ントべゼルの取り付けの前(こ前面じあるスイ、ソチ/ランプブラケット （ POWER ス 
云巧] イッチやランプ類が組み込まれているプラスチック製のブラケット）が本体前面のフ 

レームに確実(こ取り付け6れていることを確認してください。 


タブが Express サーバのフレームに確実(こ引っか 
かっていることを確認してください。 



























ハードディスク 


標準装備の Express サーバの内部じは、八ードディスクを2台まで取りがけることができま 
す。ディスクインタフェースじは、マザーボード上の IDE インタフェースまたはオプション 
の SCSI コント□ー ラを使用します（ディスクを化荷時に搭載したモデルでは、1台の IDE 八一 
ドディスクが搭載されています）。 

Express 5800/11 OEe では、オプションの SCSI コント日ーラ、 SCSI 八ードディスク 、 HDD 
デパイスベイ実装车ット （ N 8151-31)、 および内蔵 SCSI ケーブルにより、最大3台まで取り 
がけることができます。 


Bi 


NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパーティ 
の八ードディスクを取り付けると八ードディスクドライブだけでなく本体び故障するおそれ 
びあります。 

また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となり 
ます。 



. 3台目の SCSI ディスク* 

巧.25インチデバイスベイ） 


• IDE ハードディスク ( MASTER ) 
または2台目の SCSI 八ードディ 
スク（上段） 

IDEA - ドディスク （ SLAVE ) 
または1台目の SCSI 八ード 
ディスク（下段） 


ディスクベイ 

* オプションの SCSI コント□ーラ、 SCSI ハードディスク、 
八ードディスク増設オプション （ N 8151-31)、 および内蔵 
SCSI ケーブルが必要。 


IDE 八ードディスクを取り付ける場合は、 MASTER をディスクベイの上段に、 SLAVE を下 
段に取り付けます。 

SCSI 八ードディスクの場合は、ディスクベイの下段、上段の順に取りがけます。3台目の 
SCSI 八ードディスクは、 5.25 インチデバイスベイの一番下のス□、ソトに搭載した八ード 
ディスク増設オプシヨンに取りがけます。 


IDEA - ドディスクと SCSI 八ードディスクを混在して搭載することはできません。 
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動作モードの設定 

Express サーバ内に搭載する八ードディスクの動作モードは次のように設定してください。 

• IDEA — ドディスクの場合 


搭載台数 

MASTER / SLAVE * 

取り付けるベイの位置 

1台目 

MASTER 

ディスクベイの上段 

2台目 

SLAVE 

ディスクベイの下段 


* 購入時に搭載済みだった八ードディスクの設定については、八ードディスクに貼り付け6れ 
ているラベルを参照してください （「MASTER」 ではなく、に INGLE」 に設定されている場合 
もありますのでごを意ください）。オプションの八ードディスクについては、オプションの 
八ードディスク(こ添付の説明書を参照してください。 

• SCSI ハードディスクの場合 


搭載台数 

SCSI ID * 

取り付けるベイの位置 

1台目 

IDO 

ディスクベイの下段 

2台目 

ID1 

ディスクベイの上段 

3台目 

ID2 

己.2己インチデバイスベイの一番下のス□ットじ 

搭載した八ードディスク増設オプション 


* 終端の設定 ( SCSI ターミネーシヨン)はすべて r 無効 (OFF)」 (こ設定してください。 SCSI ター 
ミネーシヨンは、内蔵 SCSI ケーブルの端に取り付け6れたターミネータで終端します。 


Express 5800/1 10 EeS は SCSI 八ードデイスクをサポートしていません。 















取り付け 

次の手順で八ードディスクを取りがけます。 


■: 3台目のハードディスク （ SCSI ) の取り付けについては、ハードディスク増設オプションに添 

付の説明書を参照して、ハードディスクをハードディスク増設オプションに取り付け後、 
「5.25インチデバイス」を参照してハードディスク増設オプションを取り付けてください。 


取り付け前に、八ードディスクに添付の説明書を参照して八ードディスクの設定をする。 


I チェック I 

標準装備の八ードディスクの設定(こついては、八ードディスク(こ貼り付け6れているラベルを 
参照してください。購入したときに搭載済みの八ードディスクは 「 MASTER 」 ではなく、 
「 SINGLE 」 に設定されている場合もありますのでごを意ください。 


2. 119ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 左側のサイドカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

4. フ□、ソピーディスクドライブおよび搭載済みの八ードディスクに接続しているケーブルをすべて 
取りかす。 


|w-Oi 


I ケーブルはゆっくりとていねいに引き巧いてください。弓 I を抜くときに周囲の部品に手をぶつ 
I けないようま意してください。部品び破損するおそれがあります。 


己.ディスクベイを固定しているネジ （1 本） 
を取り外す。 


巨. ディスクベイをしっかりと持ち、ディス 
クベイじあるレバーを押しなが6装置後 
方へスライドさせる。 

約 1 cm ほど後方へスライドします。 


ディスクベイをしっかりと持ち 、 CPU 
やマザーボード上の部品に当た5ない 
ようま意してください。 


7. ディスクベイを装置か6取り化す。 
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8 . 八ードディスクにプラスチック製の緩衝 
材 r ショックフィート（白色)」が取りがけ 
6れている場合は、取りかす。 



ショックフィートの取り付け位置 


9. 


八ードディスクをディスクベイに差し込 
む。 

フレーム(こ挟まれて差し 3 A みづ6いとき 
はフ□、ソピーディスクドライブを固定し 
ているネジを少しゆるめてください。 




IDE(MASTER)/SCSI ID1 


取り付け前に八ードディスクの設定と 
取り付けるベイが合っていることを確 
認してください。 


コネクタ 


10. ネジ4本でディスクベイ(こ固定する。 


フ□、ソピーディスクドライブを固定し 
ているネジも確実(こ締めてください。 



IDE (SLAVE)/ 
SCSI IDO 


部品面 


ネジ穴 



J \- ドディスクを固定するネジは、 
八ードディスク添付のネジを使用して 
<ださい。 


11. ディスクベイを取りがける。 

ファイルベイ底面にある穴(こディスクべ 
イのフックを差し} A んで、装置前面(こス 
ライドさせます。「カチ、ソ」と音がして 
□ックされます。 



ディスクベイをしっかりと持ち 、 CPU 
やマザーボード上の部品に当た5ない 
ようま意してください。また、八ード 
ディスクはとても衝撃に弱いデバイス 
です。八ードディスクに衝撃を与えな 
いようていねいに取り扱ってくださ 
い。 


12. 手順日で取りかしたネジでディスクベイ 
を固定する。 
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13. 電源ケーブルとインタフェースケーブル 
をフ□、ソピーディスクドライブおよび 
八ードディスク(こそれぞれ接続する。 

電源ケーブルは本体内蔵の電源ユニット 
か6でている電源ケーブルのコネクタ 
P 4、 P 己、 P 6 を八ードディスクに、 P 7 を 
フ□、ソピーディスクドライブ(こ接続しま 
す。 

インタフェースケーブルは使用するイン 
タフエースによって異なります。図を参 
考(こ接続してください。 


電源ケーブルには電源コネクタカバー 
び取り付け5れています。取りがした 
電源コネクタカバーは大切に保管して 
おいて < ださい。 



1 台目 （ master) 

2 台目 （ SLAVE) 

標準装備の状態 (IDE) 



( オプション） 

SCSI ボー _ ドに接続する場合 (SCSI) 


* 八ードディスク増設オプションが必要。 


14. Express サーバを組み立てる。 
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取り外し 

次の手順で八ードディスクを取り外します。 


1 .「取り付け」の手順2〜7を参照してディスクベイを取り外す。 


2 .ネジ4本をかして八ードディスクをディスクベイか6取りかす。 



• 「 SINGLE モード」に設定できる IDE 八ードディスクを1台のみ搭載して使用する場合は、 
J \- ドディスクの動作モードをに INGLE モード」に設定してください。設定方法について 
は、八ードディスクに貼5れているラベル、または八ードディスクに添付されていた説明書 
を参照してください。 

• 八ードディスクの電源ケーブルを取りがず場合は、ケーブルをねじったり、ケーブル部分を 
持って引っ張ったりせず、コネクタ部分をしっかりと持ってまっすぐに引き抜いてくださ 
い。 

• 空いた電源コネクタに電源コネクタカバーを取り付けてください。 


3. 「取り付け」の手順11〜13を参照してディスクベイを取り付け、 Express サーバを組み立てる。 


上で完了です。 





PCI ボード 

Express サーバには、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを4つ用意しています。 


• 同時に八ードディスクを増設する場合について 

ボードを増設する前に八ードディスクを取り付けてください （123 ページ参照)。 

• 害!)り込みり RQ ) を1本専有してしまうオプションボードについて 

-オプションボードに添付の説明書をよく読んで、取り付けるボードび割り込み 
( IRQ ) を1本専有するものであるかどうかを確認してください。このオプション 
ボードを取り付ける際は、旧 Q リクエストび他のオプションボードと重複しないよ 
う BIOS セットアップメニューを使って設定してください （149 ぺージ参照)。 

-旧 Q を1本専有してしまうオプションボードを PCI ス□ット#1に取り付けることは 
でをません。 

• 0 S びインス I ルされた（またはインス I ルする） A — ドディスクを接続する SCSI 
コント□—ラなどは PCI ボードス□ット#1か#2に取り付けてください。 

• PCI ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で 
触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に対するま意につ 
いては、119ぺージで説明していまず。 



PCI ボードス□ツト#1 
PCI ボードス□、ソト#2 
PCI ボードス□、ソト#3 
PCI ボードス□、ソト#4 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 ( Express 己80日/1 lOEe 用) 


型名 

製品名^*=1 

ス□ット 

備考 

PCI #1 化巧 

PCI #2*3 

PCI #3*3 

PCI #4 

N 8503 -44*6 

ディスクアレイコント□-ラ 

〇 

〇 

- 

- 

いずれかのボー 
ドを 1 枚搭載巧能 

N 8103 -52*6 

ディスクアレイコント□-ラ 

〇 

〇 

- 

- 

N 8103 -73 

ディスクアレイコント 
□ーラ ( IDE ) 

〇 

〇 

- 

- 

N 8503 -51 

ディスクミラーリングコント 
□—ラ 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -58 

ディスクミラーリングコント 
□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

N 8 103-74 

ディスクミラーリングコント 
□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

N 8103 -55 が 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -56*6 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

- 

- 


N 8103 -65 が 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -75 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -80 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8104 -39 A 

1000目 ASE - SX 接続ボード*4 

- 

〇 

〇 

〇 

いずれかのボー 
ドを1枚 （ AFT 時 
は同じボードを2 
枚）搭載可能 

N 8104 -84 

1000目 ASE - SX 接続ボード*4 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -90 

1000目 ASE - T 接続ボード*4 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8504 -81 

1000目 ASE - T 接続ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -85 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -14 A 

ATM ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

いずれかのボー 
ドを1枚搭載可能 

N 8504- 19 A 

ATM ボード （155 M UTP ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8504-20 A 

ATM ボード (155 MSMF ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8504 -32 

FDDI ボード ( MMFXDAS )*4 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -33 

FDDI ボード ( MMFXSAS )*4 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -34 

FDDI ボード ( UTP )*4 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -05 

目4680接続ボード (5/2) 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -06 

目4680接続ボード (5/ T ) 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504-25 B 

B 4680接続ボード ( T ) 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -23 

V .24 高速多回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -24 

义21高速多回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8504 -55 

高速回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

取大3枚まで 

N 8504 -56 

に DN 高速回線ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -42 

4回線音声- FAX 処理ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -43/95 

4回線音声処理ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8 104-79/96 

12回線対応音声処理ボード 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -82 

音声認識ボード基本セット 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8108 -09 

音声認識ボード 

- 

〇 

〇 

〇 



〇搭載可能 一搭載不可 

*1 Express サーバのモデル(こよってはサポートしていない場合もあります。 

*2 PCI #1 はマザーボード上のデバイス （ LAN 、 USB ) と IRQ を物理的に共有しているため SETUP ユーティ 
リティを使って設定を変えても IRQ を分離することはできません。 

*3 PCI #2 と#3は論理的脚 0 S の設定上）じ共有されているため PCI #2( こボードを接続するときは SETUP 
ユーティリティを使って設定を変更してください。 

*4 IRQ の設定を変更しなければ正しく動作しません。 

*5 □ングカードは PCI # 1じは取り付けられません。 

啼 0 S がインス! -- ルされた（またはインストールをする）八ードディスクを接続する場合は、 PCI #1 か 
PCI #2( こ取り付けてください。 

*7 N81XX-XX と N85XX-XX のオプションボードは機能や性能が同じものです。もし、上記の一覧じ記載のな 
し W85XX-XX ボードを搭載する場合は、 N81XX-XX と読み替えてください。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 ( Express 己80日/1 lOEeS 用） 


型名 * 1 

製品名 

ス□ット 

備考 

PCI# 1* 吕， *3 

PCI#2*4 

PCI#3*4 

PCI#4 

N 8103 -55 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8103 -65 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 


N 8 103-74 

ディスクミラーリングコント 
□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

いずれかのボー 
ドを1枚搭載可能 

N 8103 -58 

ディスクミラーリングコント 
□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

N 8104 -85 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇搭載可能 一搭載不可 

*1N81XX-XX と N85XX-XX のオプションボードは機能や性能が同じものです。もし、上記の一覧に記載のな 
し W85XX-XX ボードを搭載する場合は、 N81XX-XX と読み替えてください。 

*2 PCI #1 はマザーボード上のデバイス tAN 、 USB ) と IRQ を物理的(こ共有しているため SETUP ユーティ 
リティを使って設定を変えても IRQ を分離することはできません。 

*3 □ングカードは PCI # 1には取り付け6れません。 

*4 PCI #2 と#3は論理的脚 0 S の設定上）に共有されているため PCI 松にボードを接続するときは SETUP 
ユーティリティを使って設定を変更してください。 


取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取りがけを行います。 


1 . 取り付け前に、取りがけるボードでスイ、ソチやジャンパの設定が行える場合は、ボード(こ添付の 
マニュアルを参照して正しく設定しておく。 

2. 119ページを参照して準備をする。 

3. サイドカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

4. 装置をしっかりと両手で持ちなが6左側 
面が上(こ向< ようじゆっ < リと静か(こ倒 
す。 
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己.取り付けるス□ツトと同じ位置搞さ）に 
ある I / O パネルの位置を確認する。 

前述の表を参照してボードを取り付け 
ることができるス□、ソトを確認してく 
ださい。 



7. PCI ボードの部品面を Express サーバ底面 
(こ向け、ボードの接続部分がス□ットに 
確実に接続するようしっかりとボードを 
押しジ^む。 



うまくボードを取り付け5れないとを 
は、ボードをいったん取りがしてか5 
取り付け直してください。ボードに過 
度の力を加えるとボードを破損ずるお 
それびありまずのでま意してくださ 
い。 

8 . Express サーバ(こ添付のネジ （1 本)でボー 
ドを固定する。 



9. Express サーバ内部のデバイス（八ード 
ディスクなど)と接続する場合は、ケープ 
ルをボードとデバイスじ接続する。 


10. Express サーバを組み立てる。 

11. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 


12. 目10 S セットアップユーティリティを起動して rPnP/PCI Configurations 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Enabled 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは171ページをご覧ください。 
iU 上で完了です。 
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取り付け後の設定 


取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティを使って Express サー 
バの設をを変更しなければならない場合があります。詳しくは、ボードに添付の説明書を参 
照してください。 


取り外し 

1. 119ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

3. 左側面が上(こなるようじゆっ< りと静かに倒す。 

4. 取り外すボードを固定しているネジをかす。 

5. ボードの両端をしっかりと持ち、まっすぐに引き抜く。 

巨. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

7. 目10 S セットアップユーテイリテイを起動して rPnP/PCI Configurations」 メニューの 「Reset 
Configuration Data」 を 「Enabled」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは171ぺージをご覧ください。 

上で完了です。 


八—ドウ H ア編 
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ディスクミラーリングコント□ーラ 

「ディスクミラーリングコント日ーラ （ N 8103-58/74、 N 8503-51)」は、データの信頼性を 
向上させるためじ用意されたオプシヨンの PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、 Express サーパのディスクベイに取りがけた DE 八ードディス 
クを r ディスクアレイ構成 ( RAID 0 か RAID 1)」 で使用することができます。 

n-O • ディスクミラーリングコント□—ラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ディスクミラーリングコント □— 
ラを取り扱ってください。また、ディスクミラーリングコント□ーラの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクミラーリングコント□—ラを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関ずる説明は119ページで詳しく説明しています。 

• Express サーバのモデルによってサボートしているボードび異なります。前述の 「PCI 
ボード」で記載されている一覧表を参照してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを巧 
期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータびある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってか5ボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築ずるには2台の IDEA — ドディスクび必要です。 


Pl ： • ディスクミラーリングコントローラを取り付けた Express サーバはディスクアレイ構成 
I ヒント I の RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルの 「 RAIDO 」 と 

「 RAID 1」 をサポートします。データ転送速度や RAID 、 アレイ構成についての詳細な説 
明は、ディスクミラーリングコントローラに添付の説明書を参照してください。 

• RAID 1 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスク 
アレイを構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなり 
ます。 


取り付け 

次の手順でディスクミラーリングコント□ーラを取りがけ、内蔵の八ードディスクをアレイ 
構ぶにします。 


1. 119ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

3. 装置をしっかりと両手で持ちなが6左側 
面が上(こ向<ようじゆつ< りと静か(こ倒 
す。 
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4. 八ードディスクを 2 台取り付ける。 

詳しくは、「3.5インチ八ードディスク （123 ページ)」を参照してください。 



• IDE ケーブルはディスクミラーリングコント□—ラに添付のケーブルを使用します。八ード 
ディスクに接続していたケーブルは取りがして、大切に保管しておいてください。 

• 八ードディスクの動作モードは2台とも 「 MASTER 」、 またはに INGLE 」 に設定してくださ 
し、。すでに取り付けている八ードディスクについては、し、つたん取りがして設定を確認して 
<ださい。 

日. ディスクミラーリングコント□-ラを PC Iボードス□ット#2に取り付ける。 

詳しくは、 「PCI ボード （129 ぺージ)」を参照してください。 

6 . マザーボードか6コネクタ(こ 「HDD LED」 と目 P 刷されたケーブルコネクタ （D に K アクセスランプコ 
ネクタ）を取りかす。 
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7. 取り外したケーブルをディスクミラーリングコント□ーラ(こ接続する。 

ディスクミラーリングコント□ー ラを部品面か6見たとき(こ 、 「HDD LED 」 と巧刷された面が上 
に向くようじ接続してください。また、ディスクミラーリングコント□ーラ上のコネクタ(こは 
4つのピンがありますが、図に示す2つのピンに接続してください。 


このピンには 
接統しない 


「HDD LED」 の 


「HDD LED」 の 



8 . ディスクミラーリングコント□ー ラに添 
がのケーブルを八ードディスクに接続す 

る。 

• 取り付けたディスクミラーリング 
コント□ーラに向かってち側のコ 
ネクタを上段じある八ードディス 
クへ、左側じあるコネクタを下段 
の八ードディスク(こ接続します。 

• 添付のケーブルは青色部分のコネ 
クタをディスクミラーリングコン 
卜□ーラ(こ接続します。もう一方 
の端にあるコネクタを八ードディ 
スク(こ接続します。（コネクタに色 
が付いていない場合は、下図を参 
照してケーブルの長さで確認して 
ください。 



八ードデイスク 
のコネクタへ 



7 ■イスクミフー 
リングコント 
□ーラの 
コネクタへ 
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9 . Express サーバを組み立てる。 


10. 目10 S セットアップユーティリティを起動して rPnP/PCI Configurations 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Enabled 」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは171ページをご覧ください。 

11. ディスクミラーリングコント□-ラ(こ添付のユーティリティを使って設定する。 

詳しくはディスクミラーリングコント□-ラに添付の説明書、または EXPRESS 目 UILDER CD - 
R 0 M にあるオンラインドキュメントを参照してください。 

上で完了です。 


取り外し 

次の手順でディスクミラーリングコント□ーラを取り外します。 

1. 119ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

3. 装置をしっかりと両手で持ちなが6左側面が上に向くようじゆっくりと静かに倒す。 

4. ディスクミラーリングコント□—ラと八ードディスクを接続しているケーブルを取りかす。 

己.「取り付け」の手順6、7を参照してディスクミラーリングコント□-ラに接続していた D に K アクセ 
スランプ用ケーブルをマザーボードに接続する。 

巨.ディスクミラーリングコント□ーラを取りタトす。 

詳しくは、 「 PCI ボード （129 ぺージ)」を参照してください。 

7. 八ードディスクを取り外し、動作モードを設定する。 

詳しくは、「3.日インチ八ードディスク （123 ページ)」を参照してください。 

8 . 八ードディスクを取り付け、標準で装備されていた八ードディスク用インタフェースケーブルを 
八ードディスクに接続する。 

9. Express サーバを組み立てる。 

10. BIOS セットアップユーティリティを起動して rPnP/PCI Configurations 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Enabled 」 (こする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは171ぺージをご覧ください。 

11. ディスクミラーリングコント□ーラのユーティリティをアンインストールする。 

詳しくはディスクミラーリングコント□-ラ(こ添がの説明書、または EXPRESS 目 UILDER CD - 
R 0 M にあるオンラインドキュメントを参照してください。 

上で完了です。 


八—ドウ H ア編 
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SCSI コント □ ーラボード 


「SCSI コント□- ラボード ( N 8103-55/56/65)」は 、 SCSI インタ フエー スで 動作する八ード 
ディスクやファイルデバイスを制御する PCI ボードです。 

Express サーバの 5.25 インチデバイスじファイルデバイスを搭載するときや内蔵の八ード 
ディスクに SCSI 八ードディスクを使用するとき、外がけの SCSI 機器と接続するときに必要 
なボードです。 

M-O • SCSI コント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーバの金属フレーム部 
分などに触れて身体の静電気を逃がしてか 5 SCSI コント□—ラボードを取り扱ってく 
ださい。また、 SCSI コント□—ラボードの端子部分や部品を素手で触ったり 、 SCSI 
コント□—ラボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は 
119ページで詳しく説明しています。 

• Express ヴーバのモデルによってサボートしているボードび異なります。前述の 「PCI 
ボード」で記載されている一覧表を参照してください。 

• SCSI コント□—ラボードに OS びインス I ルされた八ードディスクを接続する場台 
は、 PCI ス□ットの杜1か#2に取り付けてください。 

• ボードを取り付け5れるス□ットについては130ページを参照してください。 

■: SCSI コントローラボードは Express サーバ内部に最大4枚まで取り付けることができます。 

rEiTTI 


SCSI コント□-ラボードを取りがけることができるス□、ソトじついては130ぺージを参照し 
てください。取りがけの手順については、 「 PCI ボード （129 ページ)」を参照してください。 
SCSI コント□ーラに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K アクセスラ 
ンプで表示させる場合は、マザーボード上のコネクタに接続されている 「HDD LED 」 と巧刷 
されたケーブルコネクタ （ D に K アクセスランプコネクタ）を取り外し、 SCSI コント□-ラ上 
のコネクタに接続してください。 

























































































N 8 103-55 


ケーブル(赤色） ケーブル（白色） 



N 8 103-56 


ケーブル(赤色）ケーブル（白色） 



N 8 103-65 


「HDD LED」 のマーキングが 
ある面を上にして接続する 


UII|||||||||||||||||||||||||||||||IU 



ケーブル(赤色） 


ケーブル（白色） 
このピンには接続しない 


ボード部品面 


インタフェースケーブルの接続については r 八ードデイスク」の r 取りがけ」で示すケーブル接 
続例を参考にしてください。 


取り付け後は、 SCSI コント□ーラの SCSI BIOS ユーティリティを使用してボードや接続し 
ているデバイスの転送レートの設をなどをします。設をの詳細とその方法については、ボー 
ドに添付の説明書を参照して<ださい。 
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ディスクアレイコント□ーラボード 


「ディスクアレイコント□-ラボード （N 8103-52/73、 N 8503-44)」は、データの信頼性を 
向上させるためじ用意されたオプシヨンの PCI ボードです。 

Express 5800/1 10Ee はこのボードを取り付けると、 SCSI 八ードディスクを「ディスクアレ 
イ構成」で使用することができます作 xpress 5800/1 10EeS ではホサポートです）。 


M-O • ディスクアレイコント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ディスクアレイコント□—ラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□—ラボードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関ずる説明は119ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更ずる場合や、 RAID を変更する場台は、八ードディスクを初 
期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータびある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってか5ボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築ずるには2台似上の八ードディスクび必要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクはチャネルごとにディスク回転速度び同 
じ八ードディスクを使用してください。 

• ディスクアレイコント□—ラボードに OS びインス I ルされた八ードディスクを接続 
ずる場台は、 PCI ス□ットの#1か#2に取り付けてください。 

• ボードを取り付け5れるス□ットについては130ページを参照してください。 


• ディスクアレイコントローラボードを取り付けた Express サーバはディスクアレイ構成の 
I じ卜 I さまざまな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルを設定す 

ることができます。設をできる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての詳細な説 
明は、「ソフトウエア編」で記載しているユーティリティの説明を参照してください。 

• ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成するハードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 


N 8己 03-44 

取り付けの手順については、 「PCI ボード （129 ページ)」を参照してください。 SCSI ケーブル 
の接続については r 八ードディスク」の r 取りがけ」で示すケーブル接続例を参考にしてくださ 
い。取り付け後は、ディスクアレイコント□-ラのユーティリティ （Mylex DAC コンフィグ 
レーションユーティリティ）を使用してディスクアレイのコンフィグレーションをします。 
設定の詳細とその方法については、オンラインド车ュメントまたはボードに添付の説明書を 
参照してください。 


N 8 103-52 

取り付けの手順については、 「PCI ボード （129 ページ)」を参照してください。 

ディスクアレイコント□ーラに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K 
アクセスランプで表示させる場合は、インタフェースケーブルの接続の前にマザーボード上 
のコネクタに接続されている 「HDD LED」 と巧刷されたケーブルコネクタ （D に K アクセスラ 
ンプコネクタ）を取り外し、ディスクアレイコント□ーラ上のコネクタに接続してください。 
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巨で 
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面 



D に K アクセスランプ 




SCSI ケーブルの接続については r 八ードディスク」の r 取り付け」で示すケーブル接続例を参 
考にしてください。 

取り付け後は、ディスクアレイコント□-ラのユーティリティ （RAIDEzAsstet) を使用して 
ディスクアレイのコンフィグレーションをします。設をの詳細とその方法については、オン 
ラインド车ュメントまたはボードに添付の説明書を参照してください。 


N 8103 -73 

取り付け手順については、 「PCI ボード （129 ぺージ)」を参照するとともに、必ずディスクア 
レイコント□ーラ （ID 巳に添付の説明書を参照して八ードディスクの設定やケーブル接続を 
行ってください。 
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DIMM 


DIMMCDual Inline Memory Module) は、マザーボード上の DIMM ソケットじ取り付けま 
す。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが3個あります。 

M-O • NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障するおそれびあります(この場台は修 
理は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電 
気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で触っ 
たり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に対するま意について 
は、119ぺージで説明していまず。 



DIMM は1枚単位で取りがけられます。また、 DIMM ソケットの#1から#3へ番号のルさい順 
に取りがけてください。 

メモリは最大1 .566(512M 巨 X 3枚）まで増設できます。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


1. 119ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す （120 ページ参照)。 

3. 左側面が上になるようにゆっくりと静か 
に倒す。 



4. 電源ユニットを固定しているネジに本） 
をかす。 

日.固定ブラケットを固定しているネジをゆ 
るめてスライドさせる。 


固定ブフケット 


ゆるめるだけ 



巨.電源ユニットを少し持ち上げてか6、装 
置上面側にスライドさせて取り外す。 
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8 . DIMM を垂直に立てて、ソケット(こ押し 
込む。 

I チェック I 

DIMM の向きに注意してください。 
DIM M の端子側(こは誤挿入を防止する 
ための切リタきがあります。 


DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。 


9. 手順6で取り外した電源ユニットを取り 
がけて、手順5〜4を参照して電源ユニッ 
卜を固定する。 

電源 ユニッ トの フレーム じある フック 
が本体の フレーム にある穴(こ確実に差 
し} A まれていることを確認してくださ 
い。 

10. Express サーバを組み立てる。 

11. Express サーバの電源を ON にして POST 
でエラーメッセージが表示されていない 
ことを確認する。 

12. 目 I 0 S セットアップユーティリティを起動 
して 「 PnP/PCI Configurations 」 メ 
ニューの 「Reset Configuration Data 」 を 
「 Enabled 」 (こする。 





八ードウエアの構成情報を更新するため 
です。詳しくは171ページをご覽<ださ 
い。 


13. Windows 2000 /Windows NT 4.0 を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推奨値 
(上に設定する。 

Windows 2000の場合：搭載メモリ x 1.5(32 ページ参照） 

Windows NT 4.0 の場合:搭載メモリ+ 12 MB (48 ぺージ参照） 


NetWare の場合は r 導入編」の NetWare の項か NetWare のマニュアルを参照して MS - DOS パーテイ 
シヨンサイズを確認する。 


]：> (上で完了です。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 
[ P ； 引認して、取り付けているソケット番号(グループ）を確認してください。 

1. 「取り付け」の手順1〜6を参照して電源ユニットを取り外す。 

2. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ちにひろげる。 

3. DIMM を取りかす。 

4. 電源ユニットを取り付ける。 

己. Express サーバを組み立てる。 

巨. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

上で完了です。 
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5.25インチデバイス 


Express サーバには、 CD-ROM ドライブや磁気テープドライブなどのバックアップデバイス 
を取りがけるス□、ソトを3つ用意しています (3 つのス□、ソトのうち、標準装備の CD-ROM ド 
ライブで1ス□、ソト使用しています）。 


I M-O 己.2己インチデバイスを取り付けるためには、オプションの SCSI コント□—ラボード (PCI 

ボード）と内蔵 SCSI ケーブルび別途必要です。 

• Express 5800 /110 Ee は、別買の HDD デバイスベイ実装キット ( N 8151 -31) を取り付ける 
r^^TFI ことで SCSI ハードディスクを 5.25 インチデバイスベイに1台搭載することができます 

(内蔵のハードディスクの合計は3台までです）。ただし、 5.25 インチデバイスべイの一 
番下のスロットに取り付けてください。 

• 別売の「内蔵 SCSI ケーブル （ K 410-92 (00))」は、1本のケーブルでハードディスクと 5.25 
インチデバイスをデイジーチェーン接続することができます。 


取り付け 

次の手順に従って 5.25 インチデバイスを取り付けます。 


1. 119ぺージを参照して取りがけの準備を 
する。 

2 . 次の部品を取り外す。 

• 左ちのサイドカバー （120 ページ参照)。 
• フ□ントべゼル （121 ぺージ参照）。 

3. フ□ントベゼルか6ダミーカバーを取り 
外す。 

w-Oi^ 

取りがしたダミーカバーは大切に保管 
しておいて < ださい。 


4. ファイルベイか 6 EMI ダミーパネルを取 
りかす。 

w-oira 

• 取りがした EMI 夕’ミーパネルは大 
切に保管しておいてください。 

• 増設したデバイスによっては、フ 
□ントべゼルをデバイスの取り付 
け後に取り付け5れない場台びあ 
ります。このような場合は、手順已 
の前にフ□ントべゼルを取り付け 
て < ださい。 

























5. 内蔵 SCSI ケーブル(別売品)を日.巧インチ 
デバイスに接続する。 

目.電源ユニットの電源ケーブル（コネクタ番 
号 P 4 または P 日）を 5.25 インチデバイス(こ 
接続する。 


)m 


搭載ずるオプションによっては、デバ 
イスに添付の電源ケーブルを使用しな 
ければな5ない場合びありまず。オプ 
シヨンに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 


5.25 インチ 
電源ケーブル デバイス 



7. 5.2 日インチデバイスをファイルベイに人 
れる。 




SCSI ケーブルと電源ケーブルがデバイ 
ス(こ挟まれていないことを確認しなが 
6デバイスを差し込んでください。 


8 . 5.2 日インチデバイスをネジ4本で固定する。 
ネジ位置は左ちとも同じです。 



前面のカバーがすでに取りがけられているデバイスの 
フ□ントパネルと水平になるように合わせる 



固定する前に取り付けたデバイスの前面のカバーび CD - ROM ドライブ前面のカバーと水平 
になるよう位置を台わせてください。 

デバイスを固定するネジは、デバイスに添付のネジを使ってください。 
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9. SCSI ケーブルを SCSI コント□-ラ （ PCI ボード）に接続する。 

空冷効果を妨げないようケーブルの余長部分を折りたたむなどの処理をして<ださい。 

10. 手順1、2の逆の手順で Express サーバを組み立てる。 

11. 増設したオプションに添がされている説明書を参照してドライバのインストールや詳細設定をす 
る。 


取り外し 

次の手順で取り外します。 

1. 119ページを参照して取りかしの準備をする。 

2 . 次の部品を取り外す。 

• 左ちのサイドカバー （120 ページ参照)。 

• フ□ントべゼル （121 ページ参照）。 

3. SCSI コント□ーラボードか 6 SCSI ケーブルを抜く。 

4. 日.2日インチデバイスを固定しているネジ4本（デバイスの左ちじを2本）をかす。 

己. 己.巧インチデバイスを装置か6取り化す。 

w-Oira 

己.2己インチデバイスに電源ケーブルとインタフエースケーブルび接続されたままの状態になつ 
ていまず。無理に装置か5引き出さないでください。 

巨. 日.2日インチデバイスか6電源ケーブルとインタフェースケーブルをかす。 



• 八ードディスクの電源ケーブルを取り外す場合は、ケーブルをねじったり、ケーブル部分を 
持って引っ張ったりせず、コネクタ部分をしっかりと持ってまっすぐに引き抜いてくださ 
い。 

• 空いた電源コネクタに電源コネクタカバーを取り付けてください。 

7. 電源ケーブルは空ぶ効果を妨げないようじファイルベイの空いたスぺースへケーブルの余長部分 
を格納する。 SCSI ケーブルは装置内か6取り化す。 

8 . ファイルベイ前面に EMI ダミーパネルを取り付ける。 

9. フ□ントべゼルにダミーカバーを取り付ける。 

10 . 手順1、2の逆の手順で Express サーパを組み立てる。 
iU 上で完了です。 







BIOS のセットアップ 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まじついて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理 
解して、正しく設をしてください。 


システム BIOS 〜 SETUP 


SETUP は Express サーバの基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティです。この 
ユーティリティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされているた 
め、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設をされる内割ま、化荷時に Express サーバにとって最も標準で最適な状態に設定 
していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 

M -0 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

胃 d ♦ SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• Express サーバには、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!ルされ 
ています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定 
項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてく 
ださい。 
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起動 

Express サーバの電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Se げ- 
Test) の実行内容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、く Tab> 丰一を押してく 
ださい。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press DEL to enter SETUP 


ここで<〇6|616>车一を押すと、 SETUP が起動してメインメニュー画面を表示します。 

■: 搭載メモリ容量によっては、 < Delete > キーを受け付ける時間が短い場合があります。そ 

の場合は、 Express サーノくの電源 ON 直後に < Delete > キーを押してください （< Tab > キー 
を押さなくてもかまいません）。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984- 200 日 Award Software 


k standard CMOS Features 

y Advanced BIOS Features 

y Advanced Chipset Features 

Integrated Peripherals 

Power Management Setup 
► PnP/PCI Configurations 

PC Helth Status 

►- Frequency/Voltage Control 

Load Fail-Safe Defaults 

Load Optimized Defaults 

Set supervisor Password 

Set User Password 

Save & Exit Setup 

Exit Without Saving 

Esc Quit F9 : Menu in BIOS 

FIO Save & Exit Setup 

t ^ : Select Item 

Load Optimized Defaults 
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キーと画面の説明 

キーボード上の次の丰一を使って SETUP を操作します（キーの機能じついては、画面下にち 
表示されています）。 

現在表示しているメニューを示す 



カーソルキー （ t 、 し卜、一） 

画面に表示されている項目を選択する。 

< — > キー /<+> キー / 
<PageDown>+—/<Pa 呂 eUp> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更す 
る。 

<Enter> キー 

選択したメニューへの移動やパラメータのま定 
をする。 

<Esc> キー 

メインメニューで押すと、現在の設定を保をせ 
ずに終了する。サブメニューで押すとひとつ前 
の画面し戾る。 

<n> キ — 

SETUP の操作じついてのヘルプ画面が表示さ 
れる〇 <Es にキーを押すと、元の画面(こ戻る。 

<F 己 > キー 

CMOS から前(こ保存したデータを□ー ドする。 

<F6>+ — 

B の S のデフオルトテーブルからトラブルを起 
こさない安全なデフオルト値を□ー ドする。 

<F7> キー 

最適なデフオルト値を□ー ドする。 

<F10> キー 

変更した設定内容を保存して終了する。 
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設定例 

次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときじ必要となる機能の設定 
例を示します。 



日付や時間の設定を変える 

l " Standa「d CMOS Features 」 一 「 Date 」 または rTime 」 

曰がは、月:日:年の順で表示されています。時間は、時:分:秒の順です。曜日は表示のみで 
す。く PageUp 〉 羊一と 〈 PageDown 〉 羊一で値の増減ができます。 

設をを変更する必要がないときは < Ente 「> キーを2回続けて押してください。 

Express ヴーバの内部八ードウェアの状態をチェックする 

「PC Health Status 」 

表示のみです。設をを変更することはできません。 


電源. UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON じする 

「Power Management Setup 」 一 「 AC - Link 」 一 「Power On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
[Power Management Setup 」 一 「 AC - LINK 」 一！" StayOff 」 

-前回切断されたときのシステムの稼働状態に合わせる 

[Power Management Setup 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 （初期値) 


管理ソフトウエアとの連携関連 


「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で Express ヴーバの電源を制御 
する 

「Power Management Setup 」 イ Wake Up Events 」 一 「Wake Up on Lan / Ring 」 一 
「 Enabled 」 


152 









起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

「Advanced BIOS Features 」 一「円 「st Boot Device」、「Second Boot Device」、「Third 
Boot Device 」 

ネットワークブートさせる 

「Advanced BIOS Features 」 イ目〇 ot Other Drive 」 イ Enabled 」 

*1 設定後、内蔵 LAN 拡張 ROM の展開中に <Shift>+<F10> キーを押して〕ンフイグレーションメ 
ニューを起動し、設定します。 

「Boot Order」 一 rint 18hJ 

*2 オプションボードの拡張 ROM の展開が行えない場合があります。 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced BIOS Features 」 一 「Full Screen LOGO Show 」 一 「 Disabled 」 

「 NEC 」 □ ゴの表示中に <Tab> 羊一を押しても表示させることができます。 

エラーを検出後の動作を設定する 

I" Standard CMOS Features 」 一 「Halt On 」 

クイックブートさせる 

「Advanced BIOS Features 」 一 「Quick Power On Seir rest 」 一 「 Enabled 」 


キーボー ド関連 


Numlock やキーリピートを設定する 

「Advanced BIOS Features 」 一 「Typematic Rate Setting 」 一 「 Enabled 」 

— 「Advanced BIOS Features 」 イ Typematic Rate 」 一設定する 
— 「Advanced BIOS Features 」 イ Typematic Delay 」 一設定する 

起動時に NumLock を有効にする 

「Advanced BIOS Features 」 一 「Boot Up Numlock Status 」 一 「 On 」 

USB をサポートしていない OS で USB キーボードを使用する 

「Advanced Chipset Features 」 一 「USB Keyboard Support 」 一 「 Enabled 」 


グラフィックスカード-モニタ関連 


グラフィックスカードの設定を変える 

「Standard CMOS Features 」 一 「 Video 」 

システムで使用するディスプレイアダプタのタイプを選択する 

「Integrated Perigherals 」 一 rinit Display First 」 
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フ□ッピーディスクドライブ関連 


フ□ッピーディスクドライブの設定を変える 


「Standard CMOS Features 」 一 「Drive A 」 


搭載しているフ □ 、ソピーディスクドライブで使用できるフ□、ソピーディスクのタイプを選択 
します。 


「Standard CMOS Features 」 一「円 oppy 3 Mode Support 」 

フ □ 、ソピーディスクドライブを 3 モード （ 1.44M 目 / 1.2MB/ 720 KB ) に対応させることができ 
ます 。 Windows 2000 を使用しているときは、フ□、ソピーディスクドライバのアップデー 
卜ち必要です （ r 導入編」を参照)。 


八ードディスク関連 


搭載しているノ V — ドディスク ( IDE ) の容量を確認する 

「Advanced BIOS Features 」 一 「IDE Primary Master」、「IDE Primary Slave」、「IDE 
Secondary Master」、「IDE Secondary Slave 」 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) 容量を確認する 

「Standard CMOS Features 」 一「目 ase Memory」、「Extended Memory」、「Standard 
Memory 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l"Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 
l"Set User Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ） 、 ユーザパスワード （ User ） の順に設定します。 

起動時にパスワードの入力を要求する 

「Advanced BIOS Features 」 イ Security Option 」 イ Setup 」 まには 「 System 」 

POWER スイッチの機能を有効にする 

「Power Management Setup 」 一 「Power Switch MASK 」 一 「 Enabled 」 


I M-O POWER スイッチをマスクすると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制 
シャツトダウン （179 ページ参照)」も機能しなくなります。 


154 











外付けデバイス関連 


シリアルポートの割り込みを設定をする 

「Integrated Perigherals 」 一 「Peripheral Conriguration 」 イ Onboard Serial Port 1/Port 2 」 
^それぞれ設ををする 

パラレルポートの割り込みを設定をする 

「Integrated Perigherals 」 一 「Peripheral Configuration 」 一 「Onboard Parallel Port 」 一設を 
をする 

パラレルポートの動作モードを設定をする 

「Integrated Perigherals 」 イ Peripheral Conriguration 」 一 「Onboard Parallel Mode 」、 
「ECP Mode Use DMA」、「Parallel Port EPP Type 」 


内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ 内蔵のデバイスの増設-交換後に コンフィグレーシヨン 情報を生成し直す 

「 PnP/PCI Configurations 」 イ Reset Configuration Data 」 イ Yes 」 

非 PnP 力ード （ Legacy 力ード）に対する設定をする 

rPnP/PCI Configurations 」 一 「Resources controlled 巨 y 」 一 「 Manual 」 一 「IRQ 
Resources」 、 「DMA Resources 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Save & Exit Setup 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit Without Saving 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Load Optimized Defaults 」 

トラブルの発生しないち全な設定値にする 

「Load Fail-Safe Defaults 」 
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メインメニュー 

メインメニューからさまざまなサブメニューを選択し、設定を変更します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 


^ standard CMOS Features 

^ Advanced BIOS Features 

Advanced Chipset Features 

Integrated Peripherals 

Power Management Setup 

PnP/PCI Configurations 

PC Helth Status 

► Frequency/Voltage Control 

Load Fail-Safe Defaults 

Load Optimized Defaults 

Set supervisor Password 

Set User Password 

Save & Exit Setup 

Exit Without Saving 

Esc Quit F9 : Menu in BIOS 

FIO Save & Exit Setup 

t 4 - ►和 : Select Item 

Load Optimized Defaults 




Standard CMOS Features 

メインメニューで 「Standard CMOS Features 」 を選択すると次のメニューが表示されます。 
メインメニューに戻るには <Esc> キーを押します。 


BIOS Setup Utility 

- Copyright <C> 1984-2000 
Standard CMOS Features 

Award Software 

Date (mm:dd:yy) 

Fri, Aug 11 2000 

Item Help 

Time (hh:mm:ss) 

14 I 13 I 39 

Menu Level ► 

► IDE Primary Master 



k IDE Primary Slave 


Change the day, month. 

► IDE Secondary Master 


year and century 

► IDE Secondary Slave 


Drive A 

1.44M, 3.5 in. 


Drive B 

None 


Floppy 3 Mode Support 

Disabled 


Video 

EGA/VGA 


Halt On 

All , But Key board 


Base Memory 

640K 


Extended Memory 

1024K 


Total Memory 

2048K 



け一仁 ; Move Enter : Select +/-/PU/PD : Value FIO : Save ESC : Exit FI : General Help 
_ 巧 ： Previous Values _F6 : Fail-Safe Defaults_F7 : Optimized Defaults _ 


Date/Time 


時刻 - 日付の設定をします。 





























IDE Primary/Secondary Master/Slave 

内蔵の IDE デバイスのタイプを磕認 - 設定できます。次に IDE プライマリマスタでのサブ 
メニューを示します。 


BIOS Setup Utility - 

Copyright <C> 1984-2000 
IDE Primary Master 

Award Software 

IDE HDD Auto-Detection 

Press Enter 

Item Help 

IDE Primary Master 

Auto 

Menu Level ►> 

Access Mode 

Auto 

To auto-detect the 

Capacity 

5763 MB 

Hdd's size, head ... on 
this channel 

Cylinder 

11166 

Head 

16 


Precomp 

65535 


Landing Zone 

11165 


Sector 

63 



t*" ► 和 ; Move Enter : Select +/-/PU/PD ; Value FIO : Save ESC : Exit FI : General Help 
_F5 Previous Values_F6 : Fail-Safe Defaults_F7_: Optimized Defaults_ 


項目 

オプション 

説明 

IDE HDD Auto- 

Press Enter 

<Enter> キーを押すと、このチャネルの八一 

Detection 


ドディスクを自動お化します。お出に成功 
すると、このメニューの残りのフィールド 
(こ情報が表示されます。 


None 

「Auto」JU 外に設定しないでください。 

IDE Primary Master 

[Auto] 

Manual 


Access Mode 

CHS 

LBA 

Large 

[Auto] 

「Auto」iU 外に設定しないでください。 


[]： 出荷時の設定 


次の項目に関しては表示のみとなります。 


Capacity 


ディスクドライブ容量（近似値）。このサ 
イズは、通常、ディスクチェックプ□グラ 
ムで示されたフォーマットディスクのサイ 
ズよりわずかに大きくなりまず。 

Cylinder 

最ノ」 M 直二 0 
最大値二 6 己己 3 己 

八ードディスクのシリンダ数を表示しま 
す。 

Head 

最ル值二0 
最大値二2己己 

読み書きへ、ソドの数を表示しまず。 

Precomp 

最ル值二0 
最大値二6己己3己 

値が6己己3己の場合、八ードディスクがない 
ことを意□末します。 

Landing Zone 

最ノ」 M 直二0 
最大値二6己己3己 

初期型の八ードディスクにおいて電源 
を OFF (こした際にへ、ソドを待避させる場所 
(シリンダ）を指定しまず。 

Sector 

最ル值二0 
最大値二2己己 

トラック当たりのセクタ数を表示します。 
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Drive A/Drive B/Floppy 3 Mode Support 

使用するフ □ 、ソピーディスクドライブのタイプを選択します 。 「Drive A 」 は通割 1.44M ， 
3.5in] に設定してください 。 「Drive B 」 は [None 拟かに設定しないでください。 

フ □ 、ソピーディスクドライブの 3 モード （ 1 .44MB/1.2MB/720KB) 対応は、化荷時では 
[Disabled] に設定されています。対応させる場合は 、 「Floppy 3 Mode Suppo け」を 
[Drive A] に変更してください。 

Video 

システムビデオタイプを選択します。忙 GA/VGA] 她荷時の設定)から変更しないでくだ 
さい。 

Halt On 

Power-on Self-Test(POST) を実行中、八ードウエア エラーが 発生した際に POST を停 
止するかどうかを設ちします。 U 下に設定可能なオプションを示します。 

• [All, But Keyboard ] (化 荷 時の 設定:）： 羊ーボード ]: i 外の八ードウエアエラーで 
POST を停止します。 

• [All, But Diskette]: フ□、ソピーディスクエラー]:心卜のハードウエアエラーで POST 
を停止します。 

• [All, But 口 sk/Key]: 羊ーボードとフ□、ソピーディスクエラー外の八ードウエア 
エラーで POST を停止します。 

• [All Errors]: すべての八ードウエアエラーで POST を停止します。 

• [No Errors]: A- ドウエアエラーが発生しても POST は停止しません。 

Base Memory , Extended Memory , Total Memory 

これらの項目は表示のみです。 

• [Base Memory]: 基本メモリの総容量を表示します。 

• [Extended Memory]: 拡張メモリの総容量を表示します。 

• [Total Memory]: システムで利用できるメモリの総容量を表示します。 



Advanced BIOS Features 

メインメニューで 「Advanced BIOS Features 」 を選択すると、次のメニューが表示されま 
す。メインメニューじ戻るには <Esc> キーを押します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 

Advanced BIOS Features 

Virus Warning Disabled 

CPU Internal Cache Enalbed 

External Cache Enabled 

CPU L2 Cache ECC Checking Enalbed 

Processor Number Feature Enabled 

Quick Power On Self Test Enalbed 

First Boot Device CDROM 

Second Boot Device Floppy 

Third Boot Device HDD-0 

Boot Ohter Device Enalbed 

Swap Floppy Drive Disabled 

Boot UP Floppy Seek Enabled 

Console Redirection Enalbed 

Baud Rate 19200 

Agent after boot Enalbed 

Full Screen LOGO Show Enabled 

Mescellaneous Item Press Enter 

Item Help 

Menu Level ► 

Allows you to choose 
the VIRUS warning 
feature for IDE Hard 

Disk boot sector 
protection. If this 
tunction is enabled 
and someone attempt to 
write data into this 
area, BIOS will show 
a warning message on 
screen and alarm beep. 

1 巧 : Previous Values F6 : Fail-Safe Defaults F7 : Optimized Defaults 


ここに力ーソルをあわせて < Enter > キーを押すと 
残りの項目が表示される 


Virus Warning 

Enabled じすると、内蔵 IDE 八ードディスクドライブのブートセクタにプ□グラムが書き 
a もうとした際に、警告メッセージを表示します。この場合、ウィルス撃退プ□グラム 
を実行する必要があります。この機能はブートセクタだけであり、内蔵 IDE 八ードディス 
クドライブ全体を保護するものではありません。 

■: ブートセクタにアクセス する ディスク 診断プログラムの多くは ウィルス 警告 メ ッ セー ジ 

[■^ 3 ^ を表示します。これらのプログラムを使用する場合は、 [ Disabled ] (出荷時の設を）のま 
- ま使用することをお勧めします。 

CPU Internal Cache/External Cache 

Express サーバは搭載するプ □ セ、ソサの内部卜次 ) 羊ヤッシュと外部 ( 二次)羊ヤッシュメ 
モリを使用しています。拒 nabled] ( 化荷時の設を ) じ ( 外に設定しないでください。 

CPU L 2 Cache ECC Checking 

外部 じ於 车ヤッシュメモリの ECC ( エラーチェックおよび訂正）をサポートするかしな 
いかを設ちします。拒 nabled] ( 化荷時の設を ) じ ( 外に設ちしないでください。 

Processor Number Feature 

プ □ セ、ソサシリアル番号機能の有効 / 無効を設定します。化荷時は正 nabled ] に設をされ 
ています。 
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Quick Power On Self Test 


POST 時のテスト内容を短縮して実行するかどうかを設ちします。化荷時は [ Enabled ] に 
設をされています。 

First / Second/Third Boot Device 

Express サーバは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソ 
フトウェアを橫化するとそのソフトウェアで起動します。 

Boot Other Drive 

First / Second/Third Boot Device じ指定:したデバイスで起動ソフトウェアが見つからな 
かった場合、他のデパイスをサーチするかどうかを設ちします。化荷時は [ Enabled ] に設 
走:されています。 

Swap Floppy Drive 

システムじフ□、ソピーディスクドライブが2台ある場合、ドライブに割り当てられた文字 
を入れ換えることができ、ドライブ A はドライブ目、ドライブ目はドライブ A にすること 
ができます。 [ Disabled ] 她荷時の設を) t (外に設ちしないでください。 

Boot Up Floppy Seek 

起動時にフ□、ソピーディスクドライブのジオメトリをチェックするかどうかを設定しま 
す。化荷時は [ Enabled ] じ設定されています。 

Console Redirection 

シリアルポートを HW コンソールとして使用するかどうかを設定でき、キーボードを接続 
していない場合は、自動で正 mbied ] に設定されます。化荷樹まの isabled ] に設をされて 
います。 

Baud Rate 

接続する HW コンソールとのインタフてースに使用するボーレートリ9200/57600]を設 
定します 。 [Console Redirection 」 が [ Enabled ] の時のみ設定:できます。化荷時は 
[19200] じ設定されています。 

Agent after boot 

接続する HW コンソールへの化力をブート後も行うかどうかを設定します 。 [Console 
Redirection ] が [ Enabled ] の時のみ設定できます。出)荷時は [ Enabled ] に設定されていま 
す。 


Full Screen LOGO Show 

POST の実行画面を表示させるか、表示させないかを設ちします。正 nabled ] に設をする 
と POST 時に NEC □ゴを表示します(く Tab > 羊一を押すと実行画面に切り替わります)。 
出)荷時は [ Enabled ] じ設定されています。 

Boot Up NumLock Status 

起動時に NumLock の有効/無効を設定します。化荷時は [ On ] に設定されています。 

Gate A 20 Option 

Gate A 20 の制御方法を設定します。 [ Fast ] に設をするとシステムが制御し、 [ Normal ] に 
設をするとキーボードが制御します。化荷時は [ Fast ] に設をされています。 



Memory Parity/ECC Check 

搭載しているメモリのパリティチェック/ ECCX エラーチェックおよび訂正)機能の有効/ 
無効を設ちします。忙 nabled ] (化荷時の設を)じ(かに設ちしないでください。 

Typematic Rate Setting 

Typematic Rate および Typematic Delay の有効/無効を設定:します。化荷蹄ま [ Disabled ] 
に設定されています。 

Typematic Rate (Chars/Sec) 

Typematic Rate Setting が [ Enabled ] のとき、タイプマチックレート(羊一を押しつづけ 
たときに対応する文字が反復するレート)を選択して、一秒あたりの文字数を指定できま 
す。化荷時は[6](文字/秒)に設をされています。 

Typematic Delay (Msec) 

Typematic Rate Setting が [ Enabled ] のとき、タイプマチック遅延(羊一入力の反復を開 
始するまでの時間）を選択して、その時間をミリ秒単位で指をできます。化荷時はに 50] 
(ミリ秒)に設をされています。 

Security Option 

SETUP へのアクセスや本体の起動をパスワードにより制限することができます。 

• に etup ]: SETUP へアクセスする際にパスワードを必要とします。 

• [ System ]: SETUP へのアクセスおよびシステムの起動の際にパスワードを必要と 
します。 

I n-O セキュリティび 有効な のは、 パ スワードを 設定した場合だけです （rset Supervisor / 
g 重 3 User Password 」 を 参照してください）。 

OS Select For DRAM > 64MB 

64 M 目を超えるメモリを実装して、 OS /2 オペレーティングシステムを実行しているとき 
に設定します。 [ Non - OS 2] 她荷時の設定)外に設定しないでください。 

Video BIOS Shadow 

Video 目 lOS のシャドウを行うかどうかを設定します。正 nabled ] 她荷時の設定) W 外に 
設ちしないでください。また、をメモリセクションのシャドウを行うかどうかを設定し 
ます。 [ Disabled ] 她荷時の設定)外に設定しないでください。 
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Advanced Chipset Features 

メインメニユーで 「Advanced Chipset Features 」 を選択すると、夕のメニユーが表示され 
ます。メインメニューに戻るじは < Esc > 羊一を押します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 
Advanced Chipset Features 


DRAM Timing By SPD 

X DRAM Check 

Auto 

Host CLK 

Item Help 

Menu Level ►- 

父 SDRAM Cycle Length 

3 

X Bank Interleave 

Disabled 


Memory Hole 

Disabled 


P2C/C2P Concurrency 

Enabled 


System BIOS Cacheable 

Disabled 


Video BIOS Cacheable 

Disabled 


OnChip USB 

Enabled 


USB Keyboard Support 

Disabled 


CPU to PCI Write Buffer 

Enabled 


PCI Dynamic Bursting 

Enabled 


PCI Master 0 WS Write 

Enabled 


PCI Delay Transaction 

Enabled 


PCI#2 Access #1 Retry 

Enabled 


k AGP Relational Item 

Press Enter 



F5 : Previd 


Values 


F6 : Fail-Safe Defaults 


F7 : Optimized Defaults 


ここにカーソルをあわせて < Enter > キーを押ずと 
残りの項目が表示される 


DRAM Timing By SPD 

[ Enabled ] (化荷時の設定)にすると、システムメモリ用のタイミングが自動的に横化され 
ます。 [ Disabled ] にすると、じ(下の3つの項目を使用して、システムメモリ用タイミング 
パラメータを手動で設をできます。 [ Enabled ] 她荷時の設定)]: i 外に設定しないでくださ 
い。 

DRAM Clock 

メモリク□ック速度を、メモリの速度に応じて、 [ HCLK -33 M ]、[ HCLK +33 M]、[Host 
CLK ] のどれかに設をできます 。 [Host CLK ] (化荷時の設赵 U 外に設定しないでくださ 
い。 

SDRAM Cycle Length 

メモリ内のデータをアクセスするサイクルタイムを設ちします。値を2ク□、ソクサイクル 
か3ク□、ソクサイクル(化荷時の設定)に設定できます。に](化荷時の設を)じ(外に設定し 
ないでください。 

Bank Interleave 


マザーボードでサポートする SDRAM のバンク数を設ちします。 [ Disabled ] 地荷時の設 
走:)じ(外に設をしないで < ださい。 














Memory Hole 

ISA カード用に 16 M 目じ(下のメモリスペースを割りがけるかどうかを設をします。 
[ Disabled ] 她荷時の設を似外に設定しないでください。 

P2C/C2P Concurrency 

PCI バスと CPU バスの同期/非同期を設ちします。正 nabled ] 她荷時の設を似外に設をし 
ないでください。 

System BIOS Cacheable 

システム目 lOS ROM のキャッシングをするかどうかを設定します。 [ Disabled ] (化荷時の 
設を)じ(外に設定しないでください。 

Video RAM Cacheable 

ビデオ RAM の羊ャッシングアクセスをするかどうかを設をします。 [ Disabled ] 她荷時の 
設を)じ(外に設定しないでください。 

OnChip USB 

オンボード US 目コント□-ラの有効/無効を設ちします。化荷時は正 nabled ] に設定され 
ています。 

USB Keyboard Support 

US 目キーボードを使用するかどうかを設定します。化荷時は [ Disabled ] に設をされてい 
ます。 

CPU to PCI Write Buffer 

CPU バスから PCI バスへの Wri お Buffer の有効/無効を設定します。正 nabled ] (出)荷時の 
設定) W 外に設定しないでください。 

PCI Dynamic Bursting 

PCI バスでのバースト転送の有効/無効を設をします。 [ Enabled ] 她荷時の設定似外に設 
走:しないでください。 

PCI Master 0 WS Write 

PCI マスタのライトサイクル時にウェイトサイクルを挿入するかどうかを設定します。 
[ Enabled ] 她荷時の設定) t (外に設定しないでください。 

PCI Delay Transaction 

PCI バス仕様バージョン 2.1 準拠に対応できるように遅延トランザクションサイクルを挿 
入するかどうかを設をします。 [ Enabled ] (化荷時の設を)外に設をしないでください。 

PCI#2 Access #1 Retry 

AGP バスの PCI バスへのアクセスをエラーにてリトライするかどうかを設ちします。 
[ Enabled ] 她荷時の設を似かに設ちしないでください。 

AGP Relational ITem 

カーソル羊一を合わせて < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 AGP に関 
するじ(下の項目を設をすることができます。 
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AGP Aperture Size 


AGP バスのグラフィックメモリの容量を設定することができます。 [64 M ] (化荷時の設 
を) W 外に設定しないでください。 

AGP-4X Mode 

AGP バスの 4 X モードの有効/無効を設定します。 [ Enabled ] 她荷時の設を似外に設定し 
ないでください。 

AGP Driving Control 

AGP バスの信号化力を調整することができます。 [ Manual ] にすると次の項目を使用し 
て、パラメータを手動で設をできます。 [ Auto ] 她荷時の設定:) W 外に設定しないでくださ 
い。 

AGP Driving Value 

AGP バスの信号化力の値を設定することができます。化荷時は AGP Driving Control が 
[ Auto ] のため、 [ DA ] 表示のみになります。 

AGP Fast Wite 

AGP バスへのファーストライト機能の有効/無効を設ちします。 [ Disabled ] 她荷時の設 
走:) W 外に設定しないで < ださい。 

AGP Master 1 WS Write 

AGP マスタのライトサイクル時に 1 ウェイトサイクルを挿入するかどうかを設定します。 
[ Disabled ] 她荷時の設を似外に設ちしないでください。 

AGP Master 1 WS Read 

AGP マスタのリードサイクル時に 1 ウェイトサイクルを挿入するかどうかを設定します。 
[ Disabled ] 她荷時の設定似外に設定しないでください。 



Integrated Peripherals 

メインメニューで 「 Integrated ド6「ゎ116「3|5」を選択すると、次のメニューが表示されます。 
メインメニューに戻るじは < Esc > 车一を押します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 
Integrated Peripherals 


► IDE Relational Item 

Init Display First 

Press Enter 

Item Help 

PCI Slot 

Menu Level k 

Onboard FDD Controller 

Enabled 

Onboard Serial Portl 

Auto 


Onboard Serial Port2 

Auto 


UART 2 Mode 

Standard 


IR Function Duplex 

Half 


TX'RX inverting enable 

No, Yes 


Onboard Parallel Port 

378/IRQ7 


Onboard Parallel Mode 

ECP 


ECP Mode Use DMA 

3 


Parallel Port EPP Type 

EPP1.9 



F5 : Previous Values _F6 : Fail-Safe Defaults _F7 : Optimized Defaults 


IDE Relational Item 

カーソルキーをあわせて < Erite 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。この後の項 
を参照してください。 

Init Display First 

使用するディスプレイアダプタで、 AGP と PCI の優先順位を設定します。化荷時は [PCI 
Slot ] に設定:されています。 

Onboard FDD Controller 

内蔵のフ□、ソピーディスクコント□-ラの有効/無効を設をします。化荷時は [ Enabled ] 
に設をされています。 

Onboard Serial Port 1 /Port 2 

シリアルポート 1/2 の無効またはベースアドレスおよび割り込みを設定します。化荷時 
は [ Auto ] に設定されています。 

UART2 Mode 

シリアルポート2の動作モードを設定できます。 [ HPSIR ] と [ ASKIR ] を設定することによ 
り、 U 下の2項目を設をすることができます。に tandard ] (出)荷時の設定) U 外に設をしな 
いでください。 

• [ HPSIR ]: 最大ボーレートが1 15.2 Kbps のヒューレットパッカード赤外線通信プ〇 
トコル 

• [ ASKIR 1: 最大ボーレートが 57.6 Kbps のシャープ赤外線通信プ〇トコル 
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旧 Function Duplex 

シリアルポート2の IR 信号の通信方式を設定します。 [ Half ] (化荷時の設定) t (外に設をし 
ないでください。 

TX’RX Inverting enable 

シリアルポート2の TX 、 RX 信号の信号レベルを反転するかどうかを設定します。 
[ No ， Yes ] (化荷時の設を]外に設ちしないでください。 

Onboard Parallel Port 

パラレルポートの無効またはベースアドレスおよび割り么みを設ちします。化荷時は 
[378/ IRQ 7] に設をされています。 

Onboard Parallel Mode 

パラレルポートの動作モードを設ちします。パラレルポートがの isabled ] のときは設定で 
きません。 

• [ Normal ]: IBM AT と PS /2 互換モードの標準パラレルポート 

• [ EPP ]: ラッチなしでパラレルポートに直接データを読み書きすることによりパラ 
レルポートスループ、ソトを上げる拡張パラレルポート 

• [ ECP ] 她荷時の設を)： DMA と RLE (実行長さエンコード)の圧縮、解凍をサポート 
する拡張パラレルポート 

ECP Mode Use DMA で ECP モード時に使用するパラレルポート用 DMA チャネルを選 
択できます。 

Parallel Port EPP Type で EPP モード時に使用するパラレルポート用 DMA チャネルを選 
択できます。 

ECP Mode Use DMA 

パラレルポートが ECP モード時の DMA チャネルを設定します。化荷時は DAM チャネル 
[3] に設定されています。 

Parallel Port EPP Type 

パラレルポートが EPP モード時の EPP タイプを設定します。化荷時はタイプ [EPP 1.9] に 
設定されています。 



IDE Relational Item 

Integrated Peripherals で 「IDE Relational Item 」 じ力ーソルキーをあわせてく Enter 〉 羊一を 
押すと表示されるサブメニューです。 


BIOS Setup Utility - Copyrignt <C> 1984-2000 Award Software 
IDE Relational Item 


OnChip IDE ChannelO 

Press Enter 1 

Item Help 

OnChip IDE Channel 1 

Enabled 


IDE Prefetch Mode 

Enabled 

Menu Level ►> 

Primary Master PIO 

Auto 


Primary Slave PIO 

Auto 


Secondary Master PIO 

Auto 


Secondary Slave PIO 

Auto 


Primary Master UDMA 

Auto 


Primary Slave UDMA 

Auto 


Secondary Master UDMA 

Auto 


Secondary Slave UDMA 

Auto 


IDE HDD Block Mode 

Enabled 



F5 : Previous Values _F6 : Fail-Safe Defaults _F7 : Optimized Defaults 


OnChip IDE ChannelO/1 

オンボードの IDE チャネルの有効/無効を設定します。化荷樹ま正 nabled ] じ設をされてい 
ます。 

IDE Prefetch Mode 

オンボードの IDE ドライブインターフエースが高速ドライブアクセスの IDE プリフエ、ソチ 
をサポートするかどうかを設をします。 [ Enabled ] (化荷時の設茵(外に設定しないでく 
ださい。 

Primary/Secondary Master/Slave PIO 

オンボードのを IDE インタ フエー スがサポートする Plot - ドを設ちします。 [ Auto ] (化荷 
時の設を)じ(外に設定しないで<ださい。 Express サーバは自動でをデバイスの最適な 
モードを鼓をします。 

Primary/Secondary Master/Slave UDMA 

オンボードのを IDE インタ フエー スが UltraDMA 転送レートをサポートするかどうかを設 
定します。 [ Auto ] (化荷時の設定)じ(外に設ちしないでください。 Express サーバは自動で 
をデバイスの最適な転送レートを設をします。 

IDE HDD Block Mode 

オンボードの IDE 八ードディスクへのブ□ックモード転送の有効/無効を設ちします。 
[ Enabled ] 她荷時の設勒 t (外に設ちしないでください。 
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Power Management Setup 

メインメニユーで 「Power Management Setup 」 を選択すると、次のメニユーが表示されま 
す。メインメニューに戻るじは < Esc > 羊一を押します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 


Power Management Setup 


ACPI function 

Power Management 

Enabled 

Press Enter 

Item Help 

Menu Level y 

ACPI Suspend Type 

SI げ OS) 

PM Control by APM 

Yes 


Video Off Option 

Suspend -> Off 


Video Off Method 

Y/H SYNC+Blank 


MODEM Use IRQ 

3 


Soft-Off by PWR-BTTN 

Instant-Off 


Power Switch MASK 

Disabled 


AC-Unk 

Last State 


Wake-UP Events 

Press Enter 



F5 : Previous Values_F6 : Fail-Safe Defaults _F7 : Optimized _ Defaults 


ACPI Function 

ACPKAdvanced Configuration and Power management Interface ) 機自 b の有効/無父力 
を設をします。化荷時は [ Enabled ] に設定されています。 

Power Management 

力ーソルを合わせてく Enter 〉 羊一を押すとサブメニューが表示されます 。 Power 
Management に関する下の項目を設をすることができます。 

Power Management 

Power ManagemeM の動作モードを設定することができます。本装置では本機能は動作 
しませんので、をモードは全て [ Disabled ] 她荷時の設定似外に設定しないでください。 

• [User Define ] (化荷時の設定)：をモードを個々に設をすることができます。 

• [Max Saving ]: 最大電力節約 。 SL CPU にだけ利用できます 。 [HDD Power Down ] 
のみ設定でき 、 [Doze Mode ] およびに uspend Mode ] は1分じ設定されます。 

• [Min Saving ]: 最ル電力節約 。 [HDD Power Down ] のみ設定:でき 、 [Doze Mode ] 
およびに uspend Mode ] は1時間に設定されます。 

- HDD Power Down : IDE ディスクが省電カモードに入るまでの時間を指をしま 
す。 

- Doze Mode : CPU ク□、ソク周波数を低速にするまでの時間を指定します。 

- Suspend Mode : システムがサスペンドモードに入るまでの経過時間を指をし 
ます。 

PM Control by APM 


APM(Advanced Power Management ) による電源制御機能の有効/無効を設をします。 
化荷時は [ Yes ] に設定されています。 














Video Off Option 

モニタへの省電カモードを設定します。 

• [Always On ]: システムが省電カモードになっても、モニタはブランクになりませ 
ん。 

• に uspend 一 Off ] (化荷時の設を)：システムがサスペンドモードになると、モニタを 
ブランクにします。 

• [All Modes 一 Off ]: システムが省電カモードになると、モニタをブランクにしま 
す。 

Video Off Method 

モニタをブランクにする方法を設定します。 

• [Blank Screen ]: ビデオバッファにブランクを書き込みます。 

• [ V/H SYNC + 巨 lank ] (化荷日寺の設定)： V - SYNC 、 H - SYNC を OFF にしてビデオノ\、ソ 
ファにブランクを書き込みます。 

• [DPMS Support ]: Video Electronics Standard Association ( VESA ) の表示電力 
管理シグナリングの PMS ) 規格をモニタがサポートする場合選択します。 

MODEM Use IRQ 

MODEM Ring Resume を使用する場合の監湖 RQ を設定します。化荷時は IRQ [3] に設定 

されています。 

So け - Off by PWRBTN 

Power スイ、ソチじよる電源 OFF 方法を設をします。 

参 [Delay 4 Sec ]: 電源オン状態で、4秒 U 上 POWER スイ、ソチを押すことにより電源 
が OFF されます。1度 (4 秒じ(内)の場合はサスペンドモードになります。 

• [ Instant - off ] (化荷時の設定)：電源オン状態で、 POWER スイ、ソチを押すと電源が 
OFF されます。 POWER スイ、ソチじよリサスペンドモードにはなりません。 

Power Switch MASK 

POWER スイッチの機能の有効/無効を設定します。 [ Masked ] に設定すると、 0 S の起動 

後は POWER スイ、ソチでの電源 OFF ができなくなります。（強制シャットダウン (POWER 

スイッチを4秒じ(上押して強制的(こシャツトダウンさせる）機能も含む。化荷時は 

[ UnMasked ] に設定:されています。 


AC-Link 

AC - Link 機能を設ちします。 AC 電源が再度供給されたときの Express サーバの電源状態 
を設定します(下表参照)。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中の C 電源も0けのと き） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

On 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:>(上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF にします。 
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Wake Up Events 

カーソルを合わせて < Erite 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 Wake Up 
Event に関する JU 下の項目を設定することができます。 

VGA 

省電カモードへの移行判断に VGA のアクセスを横化するかどうかを設をします。 [ OFF ] 
(化荷時の設定)じ(外に設ちしないで < ださい。 

LPT& COM 

省電カモードへの移行判断にパラレルポートおよびシリアルポートのアクセスを横化す 
るかどうかを設ちします。 [ LPT & COM ] (化荷時の設を似外に設定しないでください。 

HDD & FDD 

省電カモードへの移行判断に八ードディスクおよびフ□、ソピーディスクのアクセスを橫 
化するかどうかを設定します。 [ ON ] (化荷時の設定)じ(外に設ちしないでください。 

PCI Master 

省電カモードへの移行判断に PCI マスタのアクセスを橫化するかどうかを設定します。 
[ OFF ] (化荷時の設定) t (外に設定しないでください。 

Wake Up On LAN/Ring 

内蔵 LAN およびシリアルリングによるウェイクアップ機能の有効/無効を設定します。化 
荷時は [ Disabled ] に設定!されています。 

RTC Alarm Resume 

内蔵 RTC じよるウェイクアップ機能の有効/無効を設ちします。指定した月単位の日付に 
てパワーオンさせることができます。 [ Enabled ] に設定すると W 下の機能を設定すること 
ができます。化荷時は [ Disabled ] に設定されています。 

Date (of Month) 

システムをウェイクアップさせる日付を設をします。 

Resume Time (hh:mm:ss) 

システムをウェイクアップさせる時刻を設定します。 

Primary INTR 

省電カモードへの移行判断にを割り込み信号を橫化するかどうかを設定します。 [ ON ] (化 
荷時の設定)外に設定しないでください。 

IRQs Activity Monitoring 

カーソルを合わせて < Erite 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。を割り) A みライ 
ンによる電源オフを橫知するかどうかを設定します。を項目は化荷時の設定じ(外に設を 
しないでください。 



PnP/PCI Configurations 

メインメニユーで rPnP/PCI Configurations 」 を選択すると、次のメニユーが表示されま 
す。メインメニューじ戻るには < Esc > キーを押します。 


BIOS Setup Utility 

- Copyright <C> 1984-2000 
PnP/PCI Configuration 

Award Software 

PNP OS Installed 

Reset Configuration Data 

X 

No 

Disabled 

Item Help 

Menu Level ► 

Resource Controlled by 

Auto (ESCD) 

Device (s) using this 

IRQ Resources 

Press enter 

DMA Resourced 

Press enter 

INT: 

PCI/VGA Palette Snoop 

Disabled 

Network Controller 

Assign IRQ For VGA 

Enabled 

- Bus 0 Devi3 Func 0 

Assign IRQ For USB 

INT Pin 1 Assignment 

Enabled 

Display Controller 


- Bus 1 Dev 0 Func 0 

I NT Pin 2 Assignment 

10 


INT Pin 3 Assignment 

10 


INT Pin 4 Assignment 

11 


F5 : Previous Values F6 : Fail-Safe Defaults F7 : Optimized Defaults 


PNP 0S Installed 

PnP (プラグ•アンド-プレイ)に必要なリソースを BIOS じより割り当てるかどうかを設 
定します。 WmdowsNT 4.0 を使用するときは、 [ No ] を選択してください。 
Windows 2000を使用するときは、 [ Yes ] を選択してください。化荷蹄ま [ No ] に設定され 
ています。 

■: Windows 2000があらかじめインストールされた状態のモデルでは、出荷時に [ Yes ] に切 

「^3を^ り替えてぃます。 

Reset Configuration Data 

Configuration Data ( P 0 ST で記'憶しているシステム情報)をクリアするときは忙 nabled ] 
に設定します。装置を再起動するとの isabled ] に切り替わります。 

Resources Controlled By 

に A デバイスや PCI デバイスに対する IRQ や DMA の割り当てを設定します。 PnP 対応して 
いないに A 力ードを実装する場合に [ Manual ] にて設をすると IRQ や DMA の割り当てを手 
動で設定:できます。本装置は、 ISA ス□ットがありませんので [ Auto ( ESCD ]( BIOS による 
自動割り当て)でご使用ください。 

PCI/VGA Palette Snoop 

PCI バス上に VGA カードの他に MPEG やビデオ羊ャプチャーなどのディスプレイカード 
を実装し、同じパレットアドレスを使用する場合に設ちします。 [ Disabled ] (化荷時の設 
定 ：) W 外に設をしないで < ださい。 

Assign IRQ For VGA/USB 

VGA / USB に対する IRQ の割り当ての有効/無効を設ちします。化荷時は [ Enabled ] に設を 
されています。 
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INT Pin[l:4] Assignment 


PCI バスにある 4 本の割り込み信号をどの IRQ じ割り当てるかを設をします。化荷時は W 
下のように設をされています。 

INT Pin 1 Assignment :!； 5] 

INT Pin 2 Assignment :!；10] 

INT Pin 3 Assignment :!；10] 

INT Pin 4 Assignment :!；11] 


PC Health Status 

メインメニューで 「PC Health Status 」 を選択すると、次のメニューが表示されます。メイ 
ンメニューじ戻るには < Esc > 车一を押します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 
PC Health Status 

Award Software 

CPU Temperature 

Item Help 

System Temperature 


CPU FAN Speed 

Menu Level k 

System FAN Speed 


Vcore 


2.5V 


3.3V 


5V 


12V 



t い和 ; Move Enter : Select +/-/PU/PD : Value FIO : Save ESC : Exit FI : General Help 
_F5 : Previous Values_F6 : Fail-Safe Defaults _F7 : Optimized Defaults_ 


PC Health S ね tus フイールドの値を変更することはできません。情報専用です。 CPU 温度、 
ファン速度、システム電圧など、システムに関するをくの情報を得ることに役立ちます。 














Frequency Control 

メインメニューで 「Frequency Control 」 を選択すると、次のメニューが表示されます。メイ 
ンメニューじ戻るには < Esc > 车一を押します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 

Frequency / Voltage Control 

Auto Detect DIMM/PCI Clk 1 Enabled 1 

Spread Spectrum Disabled 

CPU Host/PCI Clock Default 

Item Help 

Menu Level ► 

■► 和 ; Move Enter : Select +/-/PU/PD : Value FIO : Save ESC : Exit FI : General Help 
F5 : Previous Values F6 : Fail-Safe Defaults F7 : Optimized Defaults 


Auto Detect DIMM/PCI Clk 

未使用 PCI や DIMM ス□、ソトへのク□ック化力を停止することにより、 EMI 優磁干觀を 
低減することができます。化荷時は [ Enabled ] に設定されています。 

Spread Spectrum 

スプレッド-スぺクトラム機能の設をにより、 EMI (電磁干渉)を低減することができま 
す。化荷時は [ Disabled ] に設をされています。 

CPU Host/PCI Clock 

CPU ホストク□ックと PCI ク□ックの周波数を設をすることができます。 [ Default ] (化荷 
時の設を)じ(外に設をしないでぐださい。 
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Load Fail-Safe Defaults/Load Optimized Defaults 

これらのメニューを使用して、最小限/安を性能の BIOS デフォルト値や、最適性能システ 
ム動作の工場設をを□ー ドします。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 


► Standard CMOS Features 
Advanced BIOS Features 

卜 Advanced Chipset Features 
►Integrated Peripho " レ 
^ Power Managemc 
卜 PnP/PCI Configu 

► PC Helth Status 


い ad Fail-Safe Defaults? (Y/N) y 


Frequency/Voltage Control 
Load Fail-Safe Defaults 
Load Optimized Defaults 
"inoin'ic；or Password 
issword 
t Setup 


Exit Without Saving 


Esc 

FIO 


: Quit F9 : Menu in BIOS 
: Save & Exit Setup 


t ♦-►和 : Select Item 


Load Optimized Defaults 


Load Fail-Safe Defaults 

SETUP ユーティリティのすべての項目についてフェイルセーフ設定にするときにこの項目 
を選択します。 Load Fail-Safe Defaults を選択すると、磕認のダイア□グボックスが表示 
されます。ここでく Y> 羊一を押し、<£が6「>车一を押すとフェイルセーフ設定になります。 
選択の際に <N> キーを押し、 <Ente「> キーを押すと設をされません。 


Load Optimized Deraults 

SETUP ユーティリティのすべての項目じついて化荷時の設をにするときにこの項目を選択 
します。 Load Optimized Defaults を選択すると、磕認のダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで <Y> キーを押し、<£が6「>车一を押すと化荷時の設定になります。 

選択の際に <N> 车一を押し、 <Ente「> キーを押すと設定されません。 


モデルによっては、出荷時の設定び異なる場合びあります。この項で説明している設定を参 
照して使用ずる環境に台わせた設定に直す必要びありまず。 


























Set Supervisor Password/Set User Password 

じ(下のメニューを使用して、ユーザーパスワードとスーパーバイザパスワードを設ちしま 
す。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 


►- Standard CMOS Features 
k Advanced BIOS Features 

► Advanced Chipset Features 

► Integrated 
Power Managemi 
PnP/PCI Configu; 

► PC Helth Status 


Enter Password: 


Frequency/Voltage Control 
Load Fail-Safe Defaults 
Load Optimized Defaults 
c " non " っ or Password 1 
お sword 
Setup 


Exit Without Saving 


Esc 

FIO 


Quit F9 : Menu in BIOS 

Save & Exit Setup 


Select Item 


Load Optimized Defaults 


Set Supervisor Password 

スーパーバイザパスワードを設をすることができます。スーパーバイザは SETUP メニュ - 
の設を可能なすべての項目をアクセスすることができます。 


Set User Password 

ユーザーパスワードを設をすることができます。スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いる場合は、 SETUP メニューへのアクセスが制限されます。 

項目を選択すると、パスワード入力のダイア□グボックスが表示されます。パスワードは8 
文字 W 内の英数字を入力します。入力後、<£が6「>车一を押すと磕認のダイア□グボックス 
が表示されますので、再入力してください。 

パスワードを保をするじは Save & Exit Setup にて CMOS (不揮発性メモリ）内に保存してく 
ださい。 

パスワードを無効にするには、パスワード入力のダイア□グボックスが表示されたときじ 
<[が6「>车一のみ押してください。パスワード無効の磕認ダイア□グボックスが表示されま 
すので、 < Ente 「> 羊一をおしてください。 


0 S のインス I ル前にパスワードは設定しないでください。 

パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守管理会社にお問し、 
合わせください。 
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Save & Exit Setup/Exit Without Saving 

次のメニューを使用して、セットアップをセーブして終了するか、すべての変更を破棄し 
て、セツトアップを終了します。 


BIOS Setup Utility - Copyright <C> 1984-2000 Award Software 


卜 Standard CMOS Features 

► Advanced BIOS Features 

卜 Advanced Chipset Features 

► Integrated Perip 卜 。" i 

► Power Managemc 
卜 PnP/PCI Configu 
^ PC Helth Status 


Save to CMOS and EXIT? (Y/N) y 


Frequency/Voltage Control 
Load Fail-Safe Defaults 
Load Optimized Defaults 
"… on';cor Password 
issword 
t Setup 
Exit Without Saving 


Esc 

FIO 


: Quit F9 : Menu in BIOS 

: Save & Exit Setup 


Select Item 


Load Optimized Defaults 


Save & Exit Setup 

新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択します 。 Save Changes & Exit を選択すると、 SETUP の保存と終了のダイア 
□グボックスが表示されます。ここで < Y > 车一を押した後、<£が6「>车一を押すと新たに選 
択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを 
再起動します。 

選択の際に < N > 车一を押し、 < Ente 「> キーを押すとメインメニューじ戻ります。 


Exit Without Saving 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
に、この項目を選択します 。 Exit Without Saving を選択すると、磕認のダイア□グボック 
スが表示されます。ここでく Y > 羊一を押した後、く Erite 「> 羊一を押すと変更した内容を 
CMOS (不揮発性メモリ）内に保存せずに SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動しま 
す。 


選択の際に < N > 羊一を押し、く£が6「>车一を押すとメインメニューに戻ります。 


























SCSI BIOS 


本装置には SCSI 機器を接続するための SCSI コント□ーラを搭載しておりません。本装置に 
SCSI 機器を増設する場合はオプションの SCSI コント□-ラを購入し、増設する SCSI 機器に 
あわせて設をを変更する必要があります。 

オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 機器に関する設をはオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 目 IOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

—— 〇 • SCSI コント□—ラボードに 0S びインストールされた八ードディスクを接続する場合 
は、 PCI ス□ットの拌1か#2に取り付けてください。 

• 0S びインス!ルされた八ードディスクを接続しない場合は、 SCSI BIOS を 
Disabled に変更してください。 
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ディスクアレイ BIOS 


Express 5800 /110 Ee では、ディスクアレイコント□-ラボード（オプション）を搭載し、 
ディスクアレイを構築することができます作 xpress 5800/1 10 EeS ではホサポートです）。 

ディスクアレイコント□ーラボードには、ディスクアレイ BIOS 機能の有効/無効などを設を 
するための BIOS ユーティリティが組み込まれています。このユーティリティは Express サー 
バの電源を ON にした後に始まる POST の間で起動することができますが、特に設をを変更す 
る必要はありません。化荷時の状態のまま使用してください。 

Express サーバでのディスクアレイの設定は r シームレスセットアップ」を使うことをお勧め 
します。シームレスセットアップについては、「導入編」を参照してください。 

シームレスセットアップで設定できないような詳細なセットアップをするときは、ディスク 
アレイの詳細な設ををするためのコンフィグレーションユーティリティを使用します。 

コンフィグレーションユーティリティは、ディスクアレイコント□ーラのモデルによって異 
なります。 

• N 8曰 03-44: Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティ 

Mylex DAC コンフィ グレーションユー ティリティは 「 DAC コンフィ グレーショ ン FD 」 と 
呼ばれるフ□、ソピーディスクから起動します。フ□、ソピーディスクは、添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 を使って作成します。詳しくは、「ソフトウェア編」を参照してく 
ださい。 

Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティの起動方まや使用方まについては、 
EXPRESS 目 UILDER にあるオンラインド羊ュメント 「Mylex DAC コンフィグレーション 
ユーティリティオペレーションガイド」を参照してください。 

• N 8 103-52: RAID EzAssist コンフィグレーシヨンユーティリティ 

RAID EzAssist コン フィグレーショ ンユーティリティは N 8103 -52 ディスク アレイ〕ン 
卜□-ラ上のチップに搭載されたユーティリティです。 Express サーバの電源を ON にし 
た後に始まる POST の間で起動することができます。 

RAID EzAssist コンフィグレーションユーティリティの起動方まや使用方まについて 
は、 EXPRESS 目 UILDER にあるオンラインド羊ュメント 「RAID EzAssist オペレーション 
ガイド」を参照してください。 

ディスクアレイの保守-管理は 「Global Array Manager 」 を使用します 。 Global Array 
Manager のインス I -- ル方まや使用方まも EXPRESS 目 UILDER にあるオンラインド羊ュメ 
ントで説明しています。 
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■ J セットとク IJ ア 


Express サーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照してくだ 
さい。 


IJ セツ 



0 S が起動する前に Express サーバが動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーとく AI わ羊一を押 
しながら、 < Delete > キーを押してください。 Express サーバがリセットされます。 


-0 リセットは、 Express サーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてし 
^ まいまず。ハングアップしたとき ly がでリセットを行うときは、 Express サーバびなにも 
処理していないことを確認してください。 


強制シャットダウン 


0 S から Express サーバをシャットダウンできなくなったとき 
や、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にできなくなった 
とき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 

Express サーバの POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてくださ 
し、電源が強制的に OFF になります。（電源を再び ON にすると 
きは、電源 OFF 離制シャットダウン)から約10秒ほど待ってか 
ら電源を ON にしてください。） 

1—〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電 
^ 源を ON にし直して、 OS を起動させ、正常な方法で電源を 
OFF にして < ださい。 
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CMOS のクリア 


Express サーバの CMOS に保存されている内容をクリアする場合の手順について説明しま 
す。 

I M-O CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻ります。 

CMOS のクリアは Express サーバ内部の〕ンフィグレーシヨンジヤンパスイッチを操作して 
巧います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


I M-O その他のジャンノくの設定は変更しないでください。 Express ヴーノ 'I’ の故障や誤動作の原因 

となります。 

CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

1-2 ピンをシヨート： CMOS の内容を保護する（化荷時の設を） 

2-3 ピンをショート： CMOS の内容をクリアする 


内容をクリアする方法を次に示します。 



wt^rn^ 


A\ 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ拟降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
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1. 119 ぺージを参照して Express サーバの電源を OFR こして、電源〕ードをコンセントか6あく。 
2 . 120ページを参照して Express サーバのサイドカバーを取りかす。 

3. クリップを 2-3 ピンに取り付け、数秒待つ。 

I W-OI® 

I クリップをなくさないようを意してください。 

4. クリップを元の位置 （1-2 ピン）(こ取りがける。 

己. Express サーバを元どおり(こ組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

目. CMOS SETUP ユーティリティを使って、日付や時間、その他の設定をやり直す。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

SCI (対応 OS を使用時のみ有効） 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート 

11 

PCI 

4 

C 0 M 1 シリアルポート 

12 

マウス 

己 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

LPT 1 パラレルポート 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
定は、 BIOS セットアップメニューに ETUP 」 で変更できます。詳しくは149ぺージを参照 
してください。 


メニュー項目 

割り込み 

出荷時の旧 Q 設定 

INT Pin 1 Assignment 

PCI ス□、ソト#1、オンボード LAN、USB 

IRQ 5 

INT Pin 2 Assignment 

PCI ス□、ソト#2 

IRQ 10 

INT Pin 3 Assignment 

PCI ス□、ソト#3 

IRQ 10 

INT Pin 4 Assignment 

PCI ス□、ソト#4 

IRQ 11 
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• I/O ポートアドレス 


アドレス 

使用チップ 

ァドレス*1 

使用チップ 

00-1 F 

DMA コント □ー ラ 



20-21 

インターラプトコント□ーラ 



22 

チップセット 

376 

IDE コント□-ラ（標準） 

2 E - 2 F 

スーパー I/O 

378 - 37 F 

パラレルポート 

40-43 

システムタイマ 



60, 64 

キーボードコント□ーラ 

3 B 0 - 3 BB 

VGA 

61 

システムスピーカ 

3 BC - 3 BF 

(パラレルポート） 

70-73 

リアルタイムク□ック 

3 C 0-3 DF 

VGA 

80-8 F 

DMA コント□-ラ 

3 E 8 - 3 EF 

(シリアルポート） 

92 

チップセット 

3 F 0 - 3 F 5 

デイスケットコント □- ラ 

A 0- A 1 

インターラプトコント□ーラ 

3 F 6 

IDE コント□ーラ（標準） 

B 2- B 3 

チップセット 

3 F 7 

デイスケットコント□-ラ 

C 0 - DF 

DMA コント□-ラ 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート 

F 0 -FF 

チップセット 

4 D 0-4 D 1 

チップセット 

170 -177 

IDE コント□ーラ（標準） 



1 F 0 -1 F 7 

IDE コント□ーラ（標準） 

778 - 77 F 

パラレルポート 



CF 8 

チップセット 

278 - 27 F 

(パラレルポート） 

CFC - CFF 

チップセット 

2 E 8 - 2 EF 

(シリアルポート） 

CF 9 

チップセット 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート 




*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意(こ設定されます。 
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Mem ひ 
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